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谷 0761-58-6103 (能美 市 立 歴史 民俗 資料 館 ) ( 号 P20B2 


能美 市 和田 町 ・ 未 寺町 ・ 秋 常 町 (和田 山 末 寺山 史跡 公 
園 ・ 秋 常山 史跡 公園 ) JR 能美 根上 駅 か ら 車 で 15 分 


重要 伝統 的 こ ブタ ee 
人 * 兼 六 園 

ピコ EBM 
建造 物 群 の 2 レ 多 寺沢 市 
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プ 市 


白山 市 白峰 たい 3。 


同 加入 本 自 山 比 暗 福 
7/ 
川 生 NT 


北陸 新幹線 で 
金沢 と 東京 ・ 長 野 が 
ぐん と 近く 、 便利 に ! 







双 美 市 人 
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人 0761-72-7888( 加 貨 市 文化 財 保護 課 ) ーー 
( 古 9P20A3 か 





JR 加 資 温泉 駅 か ら 車 で 30 分 
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前 つつ 〇 の ーー ビ 調 FN 齋 認 謀 潤 (r 








白山 エリ ア の 文化 を 体感 ! 


@ お た び ま つ り 


子供 た ちの 演技 が 見 も の 

入 橋 神社 と 本 折 日 吉 神 社 の 春季 例 大 祭 で 約 360 年 の 歴 
史 が ある 。 祭り の 華 は 曳山 の 上 で 演じ られ る 「 曳 山 子供 歌 
舞 伝 」。 ラ イト アッ プ さ れ た 8 基 が 揃う 「 曳 山 八 基 曳 き 揃え 」 
も 必見 。【 会 場 】 市街 中心 部 (小松 駅 西側 ) 








5 月 3 て 





@ く た に ちゃ わん まつ っ り 日 


掘り 出し 物 が 見 つか る 

九谷 焼 の 特別 販売 市 。 日 常 使 い の 器 か ら 作家 作品 まで 
を お 手頃 な 価格 で 販売 。 繧 付け 体験 や 隷 元 ・ 作 家 工 房 め ぐり 、 
ご 当地 グル メ の 販売 な ども 行わ れる 。 
【 会 場 】 九 谷 陶芸 村 特設 会 坦 














MT ロ 


Ce リリ 4 ウツ た な 9 トド 介 中 コ アタ 4 リ メリ 


小松 の 町 衆 文化 に ふれ る 


DATA 


加賀 市 
7 月 29 ン 
@ や まし ろだ いで ん が く 30 日 


観客 を 魅了 する 迫力 の 演舞 
総合 芸術 家 、 五 世 野村 万 之 丈 が 、 中 世に 流行 し た 田楽 

に 各地 の 芸能 や 音楽 を 取り 込ん で アレ ンジ し た 楽劇 「 山 

代 大 田楽 」。 躍動 的 な 踊り と 音楽 が 温泉 街 を 包む 。 








EZ 只 
上 上 提 。 の の いち じ ょ ん か ら ま つり 


か わき た まつ り 
夏 の ひと 夜 を 焦がす 火祭 り 夏 の 夜 を 踊り 明か そう ! 

大 か が り 火 を バッ ク に 、 郷 土 芸能 の 「 虫 か つて 、 武 士 や 町 人 、 農 民 が 区 別 な く 一 
送り 太鼓 」 や 「 手 取 才 龍太 鼓 」、「 送 り 火 」 つの 輪 の 中 で 踊っ た 野々 市 じ ょ ん か ら 節 。 
が 披露 され る 。 クラ イマ ックス は 北陸 最 総 踊 り を メイ ン に 2 日 間 に わ た り 多様 な 催 
大 級 規模 の 花火 大 会 。【 会 場 】 手 取 川 河川 し が 繰り 広げ られ 、 大勢 の 踊り 手 と 観光 
敷 (手取 川 簡易 グ 客 で 賑わう 。【 会 場 】 軒 議 
ラウ ンド ) 野々 市 市 文化 会 館 里 

フォ ル テ 周 辺 % 





7 月 29 
30 日 


@ は くさ ん まつ り 


【 会 場 】 山代 温泉 服部 神社 周辺 
7 月 15 て 
16 日 
「 か ん こ 踊 り 」 が 見 どこ ろ 


泰 澄 大 師 が 白山 を 開山 し た こと を 起源 
と する 祭り 。 白山 麓 白峰 に 伝わる 「 か ん こ 
踊り 」 の ほか 、 舞台 芸能 や 輪 踊り 、 踊り 
流し 、 白 山 延命 水 振 工 山 台 曳 き が 行わ れ 
る 。【 会 場 】 白峰 温 
泉 白峰 総 湯前 





※ 開 催 日 や 開催 内 容 等 は 変更 に な る 場合 が あり ます 。 お で か け の 際 に 電話 等 で 事前 に 確認 され る こと を お すす めい た し ます 。 


季節 を 変え て 、 新 し い 白 山 に 出会え る 


白山 市 


| 介 は くさ ん ば の ら まとう えん 


| 真正 面 に 白山 の 全容 を 望む 西山 か 
| ら の 眺 望 は 、 県 内 随 一 の 雄大 な スケ ー 
| ル と 言わ れる 。 山地 か ら の 眺め は 人 

カロ 車 峰 と 柴山 演 一 望 * キ を 6 、 : 
を ー 半 で で る | 工 物 が 少な く 、 秋 の 紅葉 シー ズン に 





あし ば や ま が た と は ん と うえ ん | は 前 景 の 山々 が 赤く 色づい て 広がり 、: 
OB : まさ に 絶景 ! 


湖畔 沿い の 散策 や 、 バ ー ド ウオ ッ 
チン グ を 楽し む 人 が 集まる 柴山 光 。 
潟 の ほぼ 中 心 部 分 に 巨大 噴水 が 設 
置 さ れ 、 1 日 13 回 (7、 8 月 は 15 回 ) 湖 : 
面 70m の 高 さ の 大 噴水 の パフ ォ ー : 
マン ス が 見 られ る 。 春 か ら 秋 に か け | 
て は 屋形 船 が 運航 し 、 夏 に は 花火 ク : 
ルー ズ も 行わ れる 。 





| 四季 折々 に さま ざま な 表情 が 楽し め る 


加賀 の 攻 





ヨシ の 茂る 湖面 
こ †t 昨 < と 調和 する 白山 

Re の 景色 

: さき ば が た こう えん 

| MAP 


| 加賀 平野 の 中 心 部 、 小松 市 に 位 
| 置 し 、 木場 潟 の 外周 を 取り 巻く よう 
| に 「 北 園地 」「 南 園地 」「 西 園地 」「 中 
: 央 園地 」 の 4 つの 園地 で 構成 され た 
| 公園 。 中 で も 景観 ヴー ン で ある 「 西 
| 園地 」 は 、 初 冬 か ら 初夏 に か け て 冠 
| 雪 し た 白山 を 眺め る こと が で き 、 木 
| 場 潟 公園 を 代表 する 景観 と いえ る 。 


公 076-259-5893 (白山 市 観光 連盟 ) 


みん な で 白山 開山 1300 年 を 祝 お う 
2017 年 


MAP P20B1 


うら ら 白 山 人 春 祭 て は な し ず め 夜桜 語 出 白山 比 
呼 神社 本 殿 ・ 石 川 県 樹木 公園 夜 要 の ライ ト ア ッ プ 


白山 お 水 返 し ・ タ スキ で つなぐ 白山 登山 白山 伏流 
水 を 持っ て 登山 し 白山 に 返す イベ ント と 登山 者 同士 
を つなぐ タス キリ レー 


灯り で つなぐ 1300 年 白山 一 里 野 温泉 スキ ー 場 に 
LED ラ イト 3 万 個 を 灯 し 、 光 の イル ミネ ーション を 
展示 


うら ら 白 山 人 夏 祭 て どん じゃ ら 市 < 白山 比 暗 社 
の 大 祭 に 併せ 、 白山 の 恵み グル メ 市 を 開催 


国宝 剣 「 吉 光 」 特 別 展示 白山 比 呼 神社 宝物 館 で 、 普 
段 は 公開 し て いな い 国 宝 と 重要 文化 財 を 特別 に 展示 


第 101 回 千代 女 全国 俳句 大 会 江戸 時 代 の 女流 俳人 
加賀 の 千代 女 に ちな ん だ 俳句 大 会 

邊 用 1 目 22 目 由 呈 ※ シ ン ポ ジウ ム は 22 日 (日 ) 
白山 シン ポジ ウム ・ 白 山 の 恵 カ み フ ェ ア 白山 に まつ 
わる パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン と 白山 ゆか り の 地 の 伝 
統 芸能 ・ 文 化 、 地元 グル メ を 集め た フェ ア 


白山 下山 仏 の 特別 展 明治 時 代 の 神仏 分 離 令 に より 
山頂 か ら 下 ろ さ れ た 仏像 を 白山 市 立 博物 館 で 展示 





@ な た で ら か いそ う せ ん さん びゃく ね ん た いさ い 


開創 1300 年 大 宗 


Co リ 4 ん JE と ば 4 目 MAP P20A2 


那 谷 寺 


白山 信仰 自然 智 の 森 で 行わ れる 祈 裕 と 法要 
2017 年 


御 柱 立柱 祭 御 神木 を 大 鳥居 : 
と し て 立柱 。 朝市 も 同時 開催 。 | 
(4 月 9 日 (日 )~10 月 31 日 炎 )) 
御 開 肩 本 殿 で 秘仏 「 御 本 尊 | 
十 一 面 千 手 観音 菩薩 」 を 33 年 


ふ ぶ り に 公開 。 


春の 夜 困 り ライ ト ア ッ プ 
国名 勝 指定 園 の 奇岩 遊 仙 境 を : 
舞台 と し た 光 の 演出 。 | 
19~21 時 (受付 は 20 時 30 分 : 
まで ) | 


し 4 月 23 日 (日 ) ) 
那 谷 寺 開創 1300 年 大 祭 高野 


| 山 管長 導師 に よる 法要 、 桜の 植 


樹 、 稚児 行列 、 餅 ま き が 行わ れ 
る 。 ゲス ト は 俳優 の 松平 健氏 。 


: 白山 開山 1300 年 神 式 大 祭 白 
| 山 比 呼 神社 に よる 神事 。 巫女 行 
| 列 や 舞 、 雅楽 奉納 、 白山 の 恵み 
: 物産 展 を 開催 。 

mW⑧ 小 松 市 那 谷町 ユ 122 3JR 


加 貸 温 泉 駅 か ら キ ャ ン バ ス 山 ま わ 
り 線 那 谷 寺下 車 すぐ 仙一 般 拝観 


: 600 円 人 8 時 30 分 16 時 45 分 (12 


: 2 月 は 8 時 45 分 て 16 時 30 分 ) ⑳⑯ 





TP 抽 
NT 1 @ じ 


: 無休 450 台 





imim 
例 大 祭 で 正装 し た 宮司 ら が 
本 殿 へ 参 進 する 様子 


。。 ⑯ し ら や まひ めじ ん じゃ 
は くさ ん か いざ ん せん さん びゃく ね ん 
き ね ん じ ぎ よう 


白山 比 暗 社 
白山 開山 1300 年 
記 秘 事業 

3 日 間 続 く 大 祭 が みどころ 








記念 講演 会 アプ ルビ ニス ト の 野口 健氏 
が 白山 の 自然 を テー マ に 講演 





白山 夏山 開山 祭 記念 の 年 に 登 拝 し て 
大 上 自然 に 触れ て みよ う 





白山 開山 1300 年 大 祭 泰 澄 が 白山 を 開山 
され た 日 か ら 3 日 間 続 く 記念 奉祝 大 宗 
WW⑧ 白 山 市 三宮 町 二 105-1 @JR 金沢 駅 
か ら 車 で 45 分 ⑱⑳ 参 拝 自由 (宝物 館 は 入館 
300 円 9 て 16 時 @12 こ 3 月 ) ⑱500 台 





た お や か な 姿 で 親しま れる 日 本 三 名 山 の ー つ 


富士山 、 立 山 と 並び 日 本 三 霊 山 、 三 名 山 に 数 えら 
れる 「 白 山 」。 そ の 神々 し い 姿 は 「 白 き 神 々 の 座 」 と 
し て 崇め られ 、 古 より 「 越 の し ら や ま 」 と し て 都 人 
の 憧れ で あっ た 。 白山 の 恵 で ある “ 命 の 水 "は 、 農 
耕 や 人 々 の 営み に 豊か さ を も た らし 、 日 本 海 を 行く 
舟 に は 道標 で も あっ た 。 養老 元 年 (7 1 7) に 泰 洪 
大 師 が 開山 、 広 く 修験 者 や 農民 な ど が 訪れ る 山岳 信 
仰 の 聖地 と な っ た 。 ま た 、 昭 和 37 年 (1962) に は 
国立 公園 に 指定 され 、 高 山 植 物 の 宝庫 、 日 本 有数 の 
ブナ 林 、 多 様 な 生態 系 、 豊 か で 美しい 自然 が 守ら れ 
て いる 。 白山 は 、 古 く か ら 加 異 の 國 の 人 々 を 導き 、 
その 神々 し いま で の 美 し さ で 魅了 し 続け て いる 。 
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ンー、 駐 しらみ ね じゅ う よ う で ん と う て き 
けん ぞう ぶつ ぐん ほぞ ん ちく 


貞 里 の 朝 を 持ち 有り 目 応寺 奈 守 論 アー ん 3 ずつ くん ほ そん ちく … 
白峰 重要 伝統 的 
建造 物 群 保存 地区 

白山 廊 特 産 の クル ミ や トチ ノ re リッ ツン ツィ ア 4 MAP P7A2 





(白峰 観光 協会 ) 

暴 雪 地 と いう 厳し い 自然 環境 か ら 独 
自 の 文化 が 育ま れ て きた 白峰 集落 。 平 
成 24 年 に 重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地 


ミ を 使っ た 加工 品 と 昔ながら の 
堅 豆腐 は 鉄板 の みや げ も の 。 堅 
豆腐 が 入っ た ご 当地 カレ ー「 白 
山 堅 豆腐 カレ ー」600 円 が 話題 。 
















堅 豆腐 と スパ イス が 区 の 指定 を 受け た 。 3 階 建 て の 土 壁 が 店 
NE 特徴 的 な 山岸 家 を 中 心 に 、 cm 動く ティ ラノ サウ ルス が 
5 人 『 囲 気 みる 迎え て くれ る 
人 ーッ ッ Pe ラ 日 由 店 日 旦 2 な マ NG お 人 ー くし ら み ね 
ドープ デー 人 自 山 和音 バ ー ク 
2 白峰 
当家 途 症 、 re リツ た アツ タル ん ! MAP P7A2 





栃 の 実 を じっくり と 焼き 上 げた ハー 
0 ショ ニク リバ リア クィ 
トチ シュ ー」1 個 80 円 , ふり か けた ご飯 の お 供 に ぴっ た り 

ー モ ンド と ゴマ が さら に 香ばし の 白山 くる み 味 噌 580 


へ あう 。9 素 述 
へ 9。0 ウ 多く の 恐竜 化石 が 発掘 され た 和 桑島 地 


区 に ある 資料 館 。 恐竜 時 代 の ジオ ラマ 
ほか 多彩 な 展示 。 人 場 で は 化 
石 探 し の 体験 が で き ミリ ー に 好評 。 
AAW(89 昌 山 | 市 桑 局 -99-1 @39JR 金沢 駅 カ 
ら 車 で 1 時 間 20 分 介入 館 の み 500 円 、 化石 


く お い し さ を 引 き 立 て る 。 


円 
人 076-259-2030( 志 ん さ 本 舗 ) ( 道 の 駅 瀬 女 一 P6) 


福光 e? 


の ん 





















ニン 
















5// ン 













多 : 自 昌 
4 ん コ 還 | 7T 
雪 ん 道 昌 = ie 
= 0 「 明治 初期 に 建て られ た と いう 木造 家 
| 6/| の 寺 ^ 散策 コー ス の 案内 板 。 屋 を 利用 し だ カプ ェ ョ 。 デニ ュー は 山 洗 
\ 白峰 で は 両側 を 両 番 、 らし い 素 朴 な 甘味 や 軽食 で 、 ば ぼたもち 
白 “ 北側 を 北 番 と いう と コー ヒー セッ ト 600 円 。 家屋 は 1 階 に 


部 戸 や 室 、 2、 3 階 に は 冬 用 玄関 や 養 稚 
作業 場 な を ど が あり 、 音 の 生活 が し の ば 
れる 。 


介 ま かす ぐ 
田 合 の お ば あちゃ ん の 家 に 来 た よう な 懐か 
し い 風情 





所 Na 






。 白 川村 
ぼっ て り と 大 き な 
ぼたもち は 食べ 応え あり ! 
ョ 【 ロ < - 白山 麓 で 遊ん だ あと は 温泉 が お 約束 ! 。 ri 
日 帰り 温泉 も 充実 ! エリ ア の そこ か し こ で 、 手 ご ろ な 立ち 寄り 湯 が 楽し め る 。 ] 
⑱ し ら み ね お ん せん そう ゆ ] @ ち ゅ う ぐ う お ん せん に し や まり よ ょ か ん @ い ちり の お ん せん た ちよ りお ん せん 0 せん じょう お ん せん @ め お と いわ お ん せん くう コ 
HE 人 HURD 
UM MAP MAP 
岩 風呂 と 檜 風 呂 の 2 つの 露天 風 白山 国立 公園 山麓 の 標高 700m 手取 川 の 中 の 夫婦 岩 近 くに 源 
呂 が 人 気 で 、 大 浴場 と 共に 、 男 湯 に 位置 し 、 冬 期 は 豪 害 で 閉鎖 され MA MA 泉 が ある こと か ら 命 名 され た 温泉 。 


と 女 湯 が 週 替わり で 交代 。 泉 質 は  . る 秘 湯 。 飲 湯 が で き 、「 胃 腸 の 湯 」 自然 石 を 生か し た 岩 造 り の 詩 直 海 谷川 の 上 流 に ある 山間 の 湯 、 泉 質 は さら り と し た 硫酸 塩 泉 。 大 


肌 が すべ すべ に な る 9 電 人 と し て 有名 。 足湯 (無料 / も 人 気 。 天風 呂 が 人 気 。 和室 や リラ ッ ク 泉 質 は ph8.7 の アル カリ 性 単純 泉 。 浴場 は ガラ ス 張 り で 開放 感 が ある 。 


泉 。 自 山 市 白 科 96 スル ー ム な ど 休憩 スペ ー ス も を 充 


O | 


余分 な 角質 を 落と す 美 肌 の 湯 @ 白 山 市 河内 町 沿 




















白山 白川 
ホワ イト ロー ド 


倍 076-256-7341 MAP P7B2 
(白山 林道 石川 管理 事務 所 ) 


白山 麓 と 白川 卿 を 結ぶ 全長 35km の 
ドラ イブ コー ス 。 ふく べ の 大 滝 や 日 本 
の 滝 百 選 に 選ば れ た 巡 ヶ 滝 な ど 人 迫力 満 
点 の 7 つの 滝 に 、 ブナ の 原生 林 な ど 見 ど 
ころ 豊富 。 白山 の 大 自然 を 心ゆく まで 
体感 で きる 。 


WW⑧ 白 山 市 尾 添 - て 岐阜 県 白川 村 人 石 
川 県 側 の 中 宮 料 金 所 まで 会 ER か 


旨 昌 車 で 約 30 分 














山里 の 恵み を 食べ る 


は く に 介 計 の 19 語 SC 


白山 麓 の 名 物 の 駆 豆腐 や 白山 麓 
で と れる 食材 を 活用 し 、 美 味 と 健 
康 に こだわ っ た 御膳 スタ イル 料理 。 
現在 は 旅館 や 飲食 店 44 軒 で 、 各 
店 が 工夫 し た オ リ ジ ナ ル の 白山 
百 騰 」 を いた だ ける 。 


堅 豆 腐 は 刺身 に し て ワサ ビ 
百 油 で 食べ る の が お いし い 
三枝 ーーー 






。 


|  ・ 、 表 2 [ 
多彩 な 豆腐 料理 が 並ぶ 「 白 山 と うふ 御 | 
勝 」 は 、「 と うふ 料理 むら うち 」 の 「 白 山 ] 
百 膳 」。 谷 076-256-7745 ーー 








リツ: な 4『 ル 2 MAP P7A2 
会 076-255-5310 MAP IP7A2 4 
国道 360 号 と 157 号 の 合流 地点 に 立 (白山 市 観光 情報 セン ター「 吉 野 工芸 の 里 」 内 ) き タ 文 を 奉納 し よう ! 1 








樹齢 約 1000 年 と いう 老 杉 が そびえ 
立つ 荘厳 な た た ず ま い 


みる 


⑱⑮ し ら や まひ めじ ん じゃ 


白山 比 蜂 神社 


会 076-272-0680 MAP P7AI 


日 山 を ど 神体 と 仰ぐ 全国 日 山神 社 の 
総 本 宮 。 祭神 の 菊 理 媒 神 が 、 . 国 生み の 
夫婦 神 で ある 伊 因 諾 尊 と 伊 導 抽 尊 の 誠 
い を 仲裁 し た 女神 で ある こと か ら 、 縁 
結び の 社 と し て も 人 気 。 宝物 館 に は 国 
宝 や 重要 文化 財 な ど に 指定 され た ご 神 
玉 が 飼 され て いる 。 










祈 待 を 申し 込む と お 神楽 の 奉納 が あ 記 
my 車 で 約 30 分 


と 4 


の 9 リン て OKOKC7 瞳 


うき 





が 綿 が 舞う よう に 見 える 





水しぶき ぎ 


ぁ ヵ ぁ る 。 こと か ら そ の 名 が つい た 綿 ヶ 滝 
借 て どり きょう ごく 


ね 


| ダ 」 


「 恋 の し ら や まさ ん きっ ぷ ぶ 」2000 円 は 

金沢 市 の 野 町 駅 か ら 白 山 市 の 鈴 来 駅 
を 結ぶ 北陸 鉄道 石川 線 の 1 日 フリ ー 
乗車 券 、 バ ス 乗 車券 、 恋 文 奉納 キッ ト 、 


人 
電車 【 還 較 





< 半 了 の 309 





地 。 白山 麓 の 特産 品 を 一 堂 に 集め た エ 
リア の キー ステ ーション 。 喫茶 コー ナー 
の ほか 、 1000m?Y の ドッ グラ ン も 併設 さ 


手取 | | 中 流域 の 約 8km に わた っ て 、 高 同 
さ 20 て 30m の 絶壁 が 続く 風光 明 怒 な 財 
谷 。 見 どこ ろ は 最大 落差 32m の 綿 ヶ 滝 


れ て いる 。 SS 滝 喜 で 【 : 帳 ヽ ヽ ヾ 

OH 市 163.1 金沢 か 。 ーー ーーー の 所 の 介 辻 占 (お みく じ 入り の 千葉 子 ) 券 、 和 
ら 車 で 1 時 間 10 分 電 9 時 て 17 時 30 分 (12 て 3 ーー = an ae 菓子 券 が 付く お 得 な 旅 プ ラ 2 の 5 参拝 
日 は <>17 時 ) ⑯ 水 曜 G 月 中 名 1 月 下旬 AM る 日 帆 市 吉谷 町 テバ ボソ リコ 人 後 属 歴 喝 あ る 績 来 の 間 前 男 の 散策 を 


月 【 さ | チ | 下 上 
問合せ は 谷 076-259-5893 


my 車 で 約 20 分 
へ (白山 市 観光 連盟 アゲ ム 1 





辰口 温泉 


ACCESS 


泊まる 


介 た が わり ゅ うつ せん か く 


MAP 
の どか な 景色 の 混浴 露天 風呂 
文政 2 年 (1819 ) 創業 。 料理 は 海 の 幸 山 
の 幸 を 中 心 と し た 


- 
)『 


会 席料 理 。 














泊まる 


明治 の 文 可 も 愛し た 老舗 窒 


天保 7 年 (1836) 創業 。. 初 代 当主 が 発 
見 し た 新 辰口 温泉 を 泉源 と する 。 泉 鏡 


花 が 逗留 し 、 金 沢 懐石 を 好 ん だ 。 


呈 泉 


ACCESS 


立ち 寄り 湯 


ふれ あい の ゆめ 


IMAP 


町 の 内 外 か ら 親 し まれ る 温泉 施設 

女性 浴室 は 洋風 、、 男 性 浴室 に は 檜 風 
呂 を 配 し 、 ど ちら も 広々 と し た ゆとり の 
ある 造り 。 サ ウナ や 休憩 コー ナー も ある 。 


用 















ァ @ 
と / 中 本 困 @ ト 
Z 
山中 温泉 9 2 
の 
寿 経 寺 き コン ビニ 
因 迷 寺 き 

め 











加賀 温泉 駅 へ ⑮ 


医王寺 
記 


@ あ わ づ お ん せん 

開 湯 1300 年 、 北 陸 最 古 の 湯 。 古 く 
か ら 伝 わる 恋 物 語 に より 「 恋 人 の 聖地 」 
に 認定 され て いて 、 大 王寺 や 幸せ の 鐘 
な ど 、 恋 人 た ちの 愛 を 深め る スポ ッ ト 
が いっ ぱい 。 


JR 粟津 駅 か ら 小 松 バ ス 粟 津 温泉 ・ 那 

谷 寺 行き で 8 分 、 粟津 温泉 下車 

粟津 温泉 観光 協会 代 0761-65-1834 
避 湯 


あわ づつ お ん せん あし ゆ 


MAP 
夜 の ライ ト ア ッ プ が お すす め 
温泉 地 中 心 街 の 足湯 公園 に ある 。 夜 
は 天の川 や 流れ 星 を イメ ー ジ し た 幻想 
的 な ライ ト ア ッ プ が 行わ れ て ロマ ンチ ッ 
ク な 雰囲気 に 。 





0 


kT EE 夫 け 
3 し 半 下 | 了 








立ち 寄り 湯 
や まな か お ん せん そう ゆき く の ゆ 
7 
MAP 

腰 ま で の 深い 湯船 が 特徴 

地元 の 人 も 通う 共同 浴場 で 、 男 湯 と 
女 湯 は 別棟 。 ど ちら に も 深め の 湯船 が 
あり 、 名 湯 が た っ ぶり と 満ち る 。 男 湯前 
で は 温泉 た ま ご 作 り の 体験 が で きる 。 


市 山 








涼 人 なあ 5 分 
但 の が が や さい ・ じ も の や ざい な か まさ 


カフ ェ 


8 
MAP 
色 鮮 や か な 生 絞 り ジ ュー ス が 人 気 
老舗 八百屋 店 が 新鮮 な 地元 の 野菜 や 
果物 を 使っ て 作る 生 絞 り ジ ュー ス が 人 気 。 
野菜 ソム リエ の 資格 を も つ 女将 が 考案 し 、 
女子 カ ア ッ プ ジ ュ ー 
ス や 疲労 回 復 ジ ュー 
ス な ど を 提供 。 
記 山中 





@⑮ あ し の ゆえ ん が わ 


IMAP 


気軽 に 足 を 浸し て の ん びり 
砂 走 公園 に あり 、 まさ に 縁側 の よう 
な 雰囲気 の ベン チ ス タイ ル 。 
5 れ N 


「 山 2 得 








立ち 寄り 湯 


か た や ま づ お ん せん そう ゆめ 


MAP 
洗練 され た 雰囲気 の 共同 浴場 
柴山 潟 に 面 し て 立つ モダ ン な ガラ ス 張 
り の 建物 が 印象 的 。 湖畔 を 望む 「 沈 の 湯 」 
と 、 緑 を 望む 「 森 の 湯 」 が あり 男女 日 替 わ 
り 。 2 階 は オー プン テラ ス の 「 ま ち カ フェ 」。 





大 山中 の 伝統 芸能 が 疾 縮 


人 中 











みる 


@⑥ や まな か ざさ 
6 


MAP 


毎週 末 、 地元 芸 寺 ら に よる 山中 節 の 
唄 や 踊り を 上 演 。 館内 は 山中 漆器 の 技 
法 を 凝ら し 、 漆 塗り の 柱 や 格子 戸 風 の 
壁面 、 時 絵 の 格 天井 な ど 格 調 高 い 造り 
と な っ て いる 。 








ー 涼 全 0 人 9 
価 く ろ た に ば し 
5 
MAP 
苔 薦 が 渓谷 美 を 賞 嘆 


松尾 苗 焦 が 絶景 と た た えた 眺め を 満 
嘆 する レト ロ な 石造 り の アー チ 橋 。 山中 
温泉 で 邑 葉 は 「 山 中 や 菊 は た お ら じ 湯 の 





か た や ま づ お ん せん 

白山 連峰 を 望む 柴山 肖 の ほとり に 広 
が る 温泉 。 湖底 か ら 湧 き 出 る 温泉 は ミ 
ネ ラ ル 豊 富 な 湯 と 自然 豊か な 湖畔 の 景 
色 が 魅力 だ 。 泉 源 地 と な っ て いる 湯 の 
元 公園 周辺 が 温泉 街 の 中 心 。 


JR 加 貸 温泉 駅 か ら 加 賀 温泉 バス 温 
泉 片山 津 線 で 10 分 、 加 供 片山津 温 
総 湯前 、 片山 津 温 泉 下 車 

片山 津 温泉 観光 協会 代 0761-74-1123 


人 グ る 全 全 全 人 全 人 人 全 全 人 (1 


今 今 全 全 


侍 片山 津 温泉 の 総 湯 は 、 ニ ュー ヨー 
イク 衝 代 半 術 館 の 設計 者 谷口 吉 生 氏 < 
- よる も の 。 全面 ガラ ス 張 り に する こ 
と で 、 建 物 自 

< 人 寺 周 還 9 邊 
を < 然 と 調和 し 、 誤 還 rrrme 靖 紀 
内 部 か ら ほ 自 一 
山 連 話 や 柴山 
人 渦 が 望め る 。 
4 












みる 


@⑯ か くせ ん けい 
2 
山 
景 の 川床 で ひと や すみ 


清らか な 大 聖 寺 川 の 流れ と 、 緑 豊か 
な 渓谷 美 が 楽し め る 。 渓谷 治 い に は 全 
長 1.3km の 遊歩 道 が 整備 され 、 あや と 
り は し 近く に 川床 が ある 。 


J 














< 


⑮ あ や と り は し 


に 
MAP 


縁 の 中 に 紅 紫 色 が 映え る 
華道 家 の 勅 使 河 原 宏 氏 が デザ イン し 
た S 字 状 の ユニ ー ク な 橋 。 


本 ce 








@ ひ が し や ま ぼ ぬ ー る W 徒歩 15 分 
4 
MAP 
森 の 中 の 隠れ 家 的 カフ ェ 


か つて 旅館 だ っ た と いう 建物 を 改装 。 
ボヌール と は フラ ンス 語 で 「 幸 福 」 と い 
う 意 味 。 自家 製 ケ ー キ や コー ヒー、 ビー 
フシ チュ ー で 幸せ な 時 間 を 過ごし て みて 。 





@ げ ん せん あし ゆ 
IMAP 
飲 泉 と 足湯 で 温泉 を 満喫 


総 湯 の 近く に ある 。 約 12 人 が 腰掛 け 
られ る ベン チ が あり 、 飲 泉 も で きる 。 








mw 


こおろぎ 橋 が か ら 黒 谷 橋 まで の 約 1.3kmi 







や まな か お ん せん 

奈良 時 代 か ら 続く 名 湯 。 鶴 仙 渓 を 代 
表 と する 豊か な 自然 の 中 に 、 松尾 苔 焦 
が 日 本 三 名 湯 の 一 つと 称賛 し た 温泉 が 
ある 。 山中 漆器 や 九谷 焼 と いっ た 伝統 
工芸 の 店 や 甘味 処 が 並ぶ ゆ げ 街道 で 買 
い 物 や 食べ 歩き も 楽し め る 。 


JR 加賀 温泉 駅 か ら 加 貨 温泉 バス で 
30 分 、 山 中 温泉 バス ター ミナ ル 下 車 
山中 温泉 観光 協会 信 0761-78-0330 


せせらぎ が 
心地 よい 
渓谷 を 
りり ま UE DD) 





に 
ご こおろぎ ば し 

MAP 
山あい に か か る 木製 の 橋 


鶴 仙 渓 の 最 南 端 に 架かる 。 風情 が 感 
じ ら れ る 総 ヒノ キ 造 り の 檎 。 





し 





[ 個 硬 久 。 
ヨ 性 を 徒歩 - 還 
の りり 豊 = 15 分 民 
較 が か 
秒 の 楽 な 』 テテ 
大 し 洛 
さめ 泉 人 
(な る 地 和 
| 魅 の が | 
力も あ =* 
の リ り 
っ 


ー- 立ち 寄り 湯 


人 @$ ろ さん じん ぐう き ぎょ あと いろ は そう あん 


⑯ や まし ろ お ん せん そう ゆ ・ こ と そう ゆ 


や まし ろ お ん せん 
開 湯 約 1300 年 の 歴史 を も つ 。 歌 人 
の 与謝 野 品 子 や 芸術 家 の 北大 路 急 山 人 


MAP MAP 

角山 人 が 半年 間 過 ご し た 場所 温泉 街中 心地 に 立つ 2 つの 総 湯 

まだ 無名 だ っ た 北大 路 連山 人 が 、 大 古 総 湯 は 明治 19 年 (1886 ) に 建造 さ 請 記 謗 内 計 補 (に 腕 きだ 議 20 合 焼 が 

正 4 年 (1915 ) の 秋 か ら 刻 字 看 板 制作 を 。 れ た 共同 浴場 を 復元 し た も の で 、 ステ 再興 され た 場所 だ け に 、 絵 付け 体験 で 
し て 滞在 し た 吉野 屋 旅館 の 元 別荘 。 実 "ンド グラ ス の 窓 が レト ロ な 雰囲気 総 人 還 連 2 の 3 

際 に 使用 し て いた 仕事 部 屋 や 書斎 、 囲 。 湯 は 地元 の 人 が 普段 使い する 共同 浴場 


炉 裏 の 間 、 作品 展示 室 が 見 学 で きる 。 。 市 SARS 
PRW@ 放 帝 市 山代 温泉 18.5 軸 バ ス 全 5 泉山 中 線 で 12 分 、 山 代 温泉 下車 


山代 温泉 観光 協会 人 0761-77-1144 







ぐる 全 全 全 全 全 全 全 全 全 全 全 全 人 
2 [ 
< 
< 
男女 別 の 浴室 に は 、 ス テン ド グ 
伯 ラス が 美しい 空間 に 脱衣 場所 と 浴 
4 槽 が ある の み 。 カ ラン ・ シ ャ ワー 
。 は な く 、 石 けん も 使用 で き な い が 、 
4 加水 加 温 な し の 源泉 か け 流し の 湯 
@ に 、 ゆ っ くり と 浸かる 往時 の 入浴 


2 スタ イル を 堪能 で きる 。 





川北 町 
か と うわ し こう ぼう 0 
誰 皮 紙 


MAP 
女性 の 手 で 継承 され て きた 應 皮 紙 
天明 3 年 (1783 ) 以 来 、 加 貨 平野 で 奪 肥 を 用 いて 渡 
か れ て き ぎ た 加 貸 應 反 紙 。 これ を 唯一 継承 する 工房 
で 手 濃 き や 板 張り な どの 工程 を 見 学 で きる 。 紙 濾 
き 体 験 1620 円 て も で き 、 ハガキ 6 枚 ほ ど を 作れ る 。 
見 学 も 体験 も 要 予 約 。 


代々 女性 が 継承 し て きた 落水 紙 の 
技法 を 丁寧 に 教え て くれ る 。 


ュー 





6 代目 加藤 暗 さ ※ オリジ ナル の ハ 
ん が ガイ ド 役 ガキ や 短冊 が 作 
れる 


aa 旨 白 山 市 


おり の し りょう か ん は くさ ん こう ぼう 。 っ っ as、 


/ 


MAP 
光沢 と 丈夫 さ が 特 徴 の 牛首 細 を 継承 
白峰 地区 で 古来 継承 され て きた 絹 織 物 、 牛首 細 。 
2 匹 の 奪 が 入っ た 玉 聞 か ら 手 で 糸 を 挽 く 技法 が 独特 
で 、 工房 で は 糸 挽 きか ら 機 織り まで の 工程 を 見 学 
で きる 。 コー スタ ー を 作る 機織り 体験 500 円 や まゆ 
人 形 作 り 400 円 も 実施 。 


職人 か ら 手 ほど き を 受け て 小さ な 
織物 が つく れる 。 





扇子 1 万 260 円 は 
お みや げに 人 気 
き 機 織り 体験 は 所 要 15 
1 ヽ 約 
あそぶ 
ノミ 
@ か が で ん と うこ うけ いむ 5 の く < に の も り 。 九谷焼 、 


金 和 は り 


MAP 


石川 の 伝統 工芸 を 一 度 に 体験 

約 13 万 坪 の 敷地 に 移築 され た 江戸 ・ 明 治 初期 の 
古 民 家 で 、 九谷 焼 の 絵付 け 、 山中 漆器 の 時 繧 、 友禅 
の 型 染め 、 輪島 塗 の 沈 金 な ど 石 川 の 伝統 工芸 を 体 
験 で きる 。 体験 メニ ュー は 約 50 種 以上 。 美術 品 の 展 
示 館 や 食事 処 、 みや げ 店 も ある 。 


気軽 に 純金 活 は り 体 験 が 
で きる の は 、 ここ なら で は 。 


に 






さま ざま な 体験 コー ナー 
が 揃っ て いる 








9 の kW 





か 市 
@ に ほん りょう り か じす け 


MAP 

目 で も 楽し む 夜 の 会 席 が 魅力 

季節 の 山海 の 幸 を 使い 、 素材 本 来 の 
味 を 生か し た 料理 を 供する 。 夜 の 会 席 
料理 5000 円 ( 税 ・ サ 別 ) て で は 、 人 間 国 宝 
の 三代 徳田 八 十 吉 や 吉田 美 統 な ど 先代 
が 収集 し た 作家 の 器 を 使用 。 器 と 料理 
に よる 妙 趣 に 富ん だ 膳 を 楽し め る 。 





大 和 町 141 @JR 上 議 





2 
@ ぐ のみ し ふる さと と うり ゅ うけ ん し ゅ う せ ん た ー さら い 


( MAP 
九谷 焼 の 彩り も ご ち そ う 
飲食 、 宿泊 、 研修 設備 を 備え た 施設 。 
料理 の 器 は 九谷 焼 。 季節 の 食材 を ふん 
だ ん に 使っ た 会 席料 理 3240 円 て の ほか 、 
昼 は と ん か つ 、 アジ フラ イ な ど お 得 な 定 
食 1080 円 も 揃う 。 








| 
E 上 1 朝 | m 
IT 












ペド ロロ ヽ 

中 漆器 の お すめ を 上記 け 流 く 木 が 温 天 

- 誇 党 る “ ろ の 移 泉 正 
人 し 

る の 加 木 木 素 住 の 年 
技 飾 地 地 材 し 奥 間 た 
信 挽 圧 失 感 だ ば 1 信 

さ を 惣 を て 直 5 
し の を は 生 と 藩 7 換 
て 技 当 比 拓 集 3 状 

主 法 て 類 す 征 落 ? 
食 は 精 の ころ に 技 
%*20 級 な と > 木 う 呆 
同種 な い に そ 地 2 を 
内 以 模 高 あの 師 誇 
トド 上 様 度 人 り 特 の る 
2 人 市 ッ あ を な へ ^ 往 集 山 > 天 
も くめ 2 輸 Ba 
体験 芝 

邊 山中 うる し 座 
MAP 会 0761-78-0305 
木 に 親しみ 、 木 地 挽 き を 体験 


木 地 師 の ショ ッ プ で ろく ろ 木 地 挽き 

体験 が で きる 。 当日 持ち 帰れ て 気軽 に 挑 
戦 で きる 小 箱 や オブ ジェ の 制作 体験 は 
3000 円 。 6000 円 の コー ス な ら 、 体験 で 
挽い た 木 の 器 を 漆 か オイ ル で 仕上 げ て 
後日 送っ て くれ る 。 
WW⑧ 加 人 賀 市 山中 温泉 栄町 二 60.@3JR 加 
賀 温泉 駅 か ら 加 貸 温 泉 パ ス 温 泉山 中 線 で 
31 分 、 山中 温泉 BT 下車 、 徒 歩 10 分 仙 10< 
16 時 ぬ ⑯ 未 曜 ⑮ 観 光 無 料 駐車 場 利 用 





が に ポー ョ の に 0) の ビン トー ツル 
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(1 


S 叶 で 


Hg 衣 コ 潤 人 c 記 端 湊 十 選 で 薄 落 


SE 
Nr 


の 机 計 で 淀 8 幼 清 計 Go05S 栖 


さぼ うこ く た に 


人 0761-72-6366 (中 9P20A2 の 
さま ざま な お 茶 を 九谷 の 器 で 


九谷 焼 の 器 で 種類 豊富 な 日 本 集 や 中 
国 茶 を 供する 。 ギャ ラリ ー も 併設 し て お 
り 、 地元 作家 の 器 が 購入 で きる 。 
WW 9 時 30 分 ご 17 時 30 分 人 @ 月曜 


っ 
@ く た に と う げ いむ おら 


MAP 
九谷 焼 を 学ん で 、 買 っ て 、 作 る 
九谷 焼 陶芸 館 と 資料 館 、 浅 蔵 五 十 吉 
美術 館 、 九谷 焼 ショ ッ プ な ど が 集結 。 資 
料 館 で は 九谷 焼 の 歴史 や 制作 工程 を 紹 
介し 、 江戸 時 代 か ら の 名 品 か ら 現代 作 
家 の 作 品 を 展示 。 陶芸 館 で は 絵付 け 体 


験 や ロク ロ 体 験 な どの 作 陶 が 楽し め る 。 


Im⑱ 能 美 市 泉 台 町 南 9 @9JR 小 松 駅 か と 





















人 加 質 市 
@⑧ い し か わけ ん く た に や きび じゅ つか ん 


「 MAP 
開 窯 360 年 の 九谷 焼 の 名 品 が 揃う 
九谷 焼 の 3 様式 を それ ぞ れ の 展示 で 
紹介 。 緑 を 中 心 に 素地 を 塗り 埋め た 「 青 
手 」、 九 谷 五 彩 を 駆使 し た 「 色絵 五彩 手 」、 
赤い 細 描 や 金 を 施し た 「 赤 絵 金 欄 手 」 の 
展示 室 が あり 、 特徴 を 解説 し て いる 。 


6 貼る 昌 - 
細川 | 玉 7 
『 1 ヴ / 有 日 国 | | / 





人 @ く た に や きとう げ い か ん 休 験 


九谷 焼 ウ ルト ラマ ン シ リ ー ス 絵付 け 
体験 800 円 て (所 要 60 分 ) が 人 気 。 手 ひ 
ね りや ロク ロ 
を 使っ て 好き 
な 器 も 作れ る 。 蘭 、 

> 
に  : 本 生生 
@ あ さく らい そ き ちび じゅ つか ん 







能美 市 出身 で 、 文化 勲章 受章 者 の ニ 
代 浅 蔵 五 十 吉 氏 の 作品 を 展示 。 自然 林 
を 生か し た シ 
ンプ ブ ル な 外観 
の 建物 も 見 ご 
た え が あ る 。 





じっくり 
員 忘 し た い 
九谷 焼 の 
名 


\ 









中 | 
ロ 
に 2 


品 ) 導 陽 小 馬 沼 mH 





。( で ぐ ) 椅 語 層 こり 


宮 状 玉井 一 寺 計時 某 形 二 し 議 放 


R* 閣 四 革 中 。 は ざさ 叶 柱 本 珍 半 
庄 


ortNESteTc 上 間 叶 和信 由 す 攻 貢 
ぐい ざ ざ 利 形 山 , 汚 融 避 落 み 式 
らら 一 辻 . こ 叶 扶 泥 陸 の 赦 あの 
(r 形 HH 上 S 旧 る 店 当 Srt 。 敬 暖 詩 


散 の ざさ 更 晶 rr 眉 連 証 き 帆 こ 隊 旬 澤 ・ 理 
中 許 陀 介 すず 冊 は き 癌 本 骨 


市 
1 な の 
紺 ン さ 


石川 県 陶磁 器 商工 業 協同 組合 谷 0761-58-6656 


あそぶ 2 和 
% 玉 小松 市 | @⑱ く た に や きか まあ と て ん じ か ん ニー で 
ご こまつ し りつ に し き が ま て ん じ か ん 体験 
MAP 
MAP P20/ 本 格 的 な 九谷 焼 に 挑戦 


人 間 国 宝 の 生 家 を 美術 館 に 

上 絵付 け に よる グラ デー ショ ン が Eh 
象 的 な 人 間 国 宝 、 三代 徳田 八 十 吉 の 生 
家 で あり 、 初代 か ら 三代 の 陶 房 だ っ た 建 
物 。 上 絵付 け の 喜 で ある 錦 宗 や 歴代 徳 
田 八 十 吉 の 作品 な ど を 展示 する 。 





pm 小松 市 大 文字 困 95-1 小松 駅 


ンク 
M 画 で 」 





約 90 分 ) が 体験 で きる 。 
WW 加賀 市 山代 温泉 


再興 九谷 の 名 窯 「 吉 田屋 」 以降 の 諸 
就 跡 を 公開 し 、 九谷 焼 の 歴史 や 工程 を 
紹介 。 蹴 ろ る くろ に よる 避 成 形 3000 円 て 
(所 要約 60 分 ) や 絵付 け 2000 円 て (所 要 


い 泉 19-101-9 @3JR】 





絵付 け を 
体験 し まし ょ ゅ 


今回 は 九谷 焼 革 跡 


展示 館 で 








地 グ ル メ 


話題 の ご 当 





60 年 愛さ れ て きた 庶民 の 味 
小松 塩焼 き そ ば 
丸 さ が 特徴 の 山芋 
rm 時 | 深い 粘り の ある 能 
PP ト 喜 < ーー さ 三 

DATA 人 小松 市 土居 原町 243@R 小 松 過 か ら 徒歩 5 分 、 7 玉生 Cm で 9 北陸 三 県 一 の 産地 が 誇る トマ ト 
W11 時 30 分 て 14 時 LO、 17-20 時 30 分 LO ⑯ 火 曜 ⑳16 台 ーー 本 英明 汰 

> ーー 人 = 六 床 議 較 酸味 と 甘 さ の バラ ンス の 良さ が 特徴 。 


昔 焦 も 称賛 し た と いわ れる ーー トマ ト 関連 商品 も 多数 開発 され て いる 。 


小松 うど ん 


小松 うど ん 道場 つる っ と ey/ ツア た ツア 4 P/ 
Mg 

DATA 小松 市 土居 原町 13-18@@⑳JR 小 松 駅 か ら 徒歩 

すぐ 10 時 30 分 て 20 時 (水曜 は 14 時 LO ) ⑳ 無 休 

周辺 市 営 駐車 場 利 用 、 1 時 間 無 料 


お や つ に 夜食 に 最適 、 
お ふく ろ の 味 


ご は ん ば て が 







豊富 で 美肌 効果 も うれ し い 


還 和 還 だ < @⑥ れ す と らん て どり が わ 


2 の ング 


MAP 

山 の 伝統 料理 「 熊 鍋 」 が 評判 の 店 。 冬 

| 眠 前 の 旬 の 熊 肉 を 使用 し た 鍋 は くさ み 
が な く 、 コ ラー ゲン も 豊富 。 美肌 効果 も 
= 期待 で きる 。 白山 に 伝わる 田舎 味噌 で 風 
0 の 29 00 し 0 し め る 。 





5 | 「 か * Lu 4 
に U 間 FP  - 
。 IF 
1 1 1 [ ョ ング デ // 
| Ia 





芳本 な 香り と 9 









JA 根上 生活 資材 館 信 0761-55-1100 
Mg 
A @ 和 能美 市 大 成 町 リ 40 @JR 能 美 根上 駅 か ら 徒 
歩 5 分 W8 時 30 分 て 17 時 @ 無 休 ⑱50 台 


ガッ ツリ 派 に 人 気 の お 手ごろ 丼 
か わき た 味噌 豚 ど ん 




















白山 麓 で 狩猟 し た 野生 の クマ こ 台 
や イノ シシ 、 ウサ ギ な ど を 
臭み を 除い て 
調理 し た 山 料理 


全く る 欠か が りょう り ば ん て い 
MAP 

ひと 冬 に 200 羽 ほど し か と れ な い 貴 
重 な 坂 網 鴨 の 料理 が いた だ ける 店 。 コー 
ス 8640 円 て の ほか 、 新鮮 な 魚介 や 滋 
味 の 濃い 山菜 な ど 、 09 和 0 


玉子 か け 飯 の アレ ンジ 
お 好み 焼き 
つる ぎ TKGY 








Wil 生 e リ 7 ツル た 人 や アル / た 加賀 料理 が 

し め る 。 

DATA 白山 市 鶴来 本 町 4- 二 97@3JR 金沢 駅 か ら 車 で 6 
45 分 W11 こ 22 時 (月 曜 ご 14 時 ) @ 不 定休 12 台 期 の み の 本 

理 は 予約 が お す 





すめ 。 





食材 と 器 を 楽し む 

色 鮮 や か な カフ ェ メ ニュ ー 松 獅 
り 

楽山 潟 を 一 望 す る カフ ェ 。 ー 

[UigP20A2 


DATA 


つら いい Soo・ 一 


EMI リー 








まま キウイ ワイ ン 


ーー・ookー い いのら 問 伺 調書 


出 つ ら ゅ ょ ー 計 らい いい 涼 計 世 語 昌 ③ 届 
ー の の ー・ こ に ー い いのら 層 餅 調 串 回 


は へ の 。 六 小 主人 き 商 評 過 皿 (r 聞 消 
Ho っ ょ oo 一 麗 汗 米 装 で Sd 
叶 全 藻 。 導 型 谷 さ 7 汎 (て 中 編曲 中 で 攻 
らら ひご の ・ ょ こい つい の 層 大 嗣 状 箇 

由 つ の ー い 忘 〇 いい 皿 補 十 商 小 米 草 
〇 W 洛 疹 「 ざ る 選考 JWN お 下 旧 和 ま 忠 
ooo 一 coo・ ト よ *ー の いら 層 大 瑞 EE 団 





改 い SIS で せ へ は る 敵 (r 嘆 耳 品 人 党 は て へ 





白山 わく わく ビー ル 
720m 1296 円 330m 1 本 518 円 
『 JA の の いち 営農 セン ター わく わく 手づくり ファ ー ム 川 
用 公 076-248-8954 北 (一 P17 ) 産直 物産 館 
| 野々 市 産 完 熱 キウイ を 使用 。 全国 で も 稀 な 自家 製 麦 で 作っ 
ほど よい 酸味 が 上 品 た オリ ジ ナ ル の 3 種 













カニ の 甘み $ 
あふ れる 絶品 飯 













な う 倫 まる や すい さん 















川 

エ 海 漁師 の 店 で フル コー ス を 増 能 

四 と 底 引 網 船 主 が 営む 鮮魚 店 で 天然 物 の み を 扱う 。 

は T 併設 の 「 食 べ 処 割 鮮 し ん と く 」 で は 定食 や ー 品 ー 

合 ( こ 料理 を 提供 。 購入 し た 魚介 も 料理 し て くれ る 。 父 期 は 水槽 も 鮮魚 ケー 
の 囲 海 を 眺め な が ら 食 事 が で きる の も 9ood ! ス も カーー 色 

二 計 と 
剤 れ 

こさ い ss AKA 宰 昌 竹 1 ん 橋立 港 を 晃 

出 決 生 カ ニ を 入れ 、 米 か ら 炊 く @ た べ ど ころ か っ せん し ん と く りこ 

地 た 「 割 鮮 し ん と く 」 自 慢 の 品 046 0 He ' 

グ 平 gg 日 時 
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ツマ 
ここ 


な う 鍛 や ま は すい さん 


漁港 な ら で は の 
ふり ぶり ! 






還 7 
jar じ 
の St 





いい 「 『 。7 必 


。 と ON 





卸 問屋 だ か ら こ その 良質 鮮魚 

鮮魚 の 卸売 問屋 な ら で は の 品 揃え と 良心 価 
| 格 が 自慢 。 橋立 産 の 茹で スワ イガ ニ 2000 て 2 
| 万 円 代 、 知 で 香箱 ガニ 1000 円 ご な ど 。: 漁 次 第 
で 価格 は 変動 1 





カニ は 鮮度 の 落ち や すい 魚介 。 
水揚げ 地 で ある 橋立 な ら 、 ぶ  . 
り ぶ り 食 感 の カニ 刺 、 ジュ ー 
シー な 焼き ガニ 、 茹で ガニ な 記 
ど が 楽し め る 。 

、 す 





















講 立 漁港 で 水揚げ され た 





成り だ くさ / 


“上 








香箱 ガニ 1 杯 を 使っ た 新 a 
ご 当地 グル メ 逢 例 べ る 倫 に ほん り よ うり ちく すい 
※ 数 量 限 定 、 前 日 まで 要 予 約 7 」 IA9 
[ た っ ぷり 5) 







旬 ネ タ が の る 海鮮 丼 MAP 
も オス ス メ 食材 の 味 を 引き 立て る 加賀 創作 料理 
加賀 産 コシ ヒカリ を 使い 、 香箱 ガニ の 甲 
NN ンプ 255 2 補 A RON 羅 に 身 を まる ご と 詰め た 熱々 の 釜めし を 提 
アマ)( 栖 際 さこ タ 0 NN 糞 | 供 。 上 品 な ダシ で 味付け され た 出汁 で いた 
本 、. 過 - 計 Ii だ く 茶 漬け は 絶品 。 


四 重 な 香箱 ガニ $ 
を 通年 味わえ る 






















~ 柴山 浴 湖 畔 の ホテ ル ア ロ ー 
レ 内 に ある 日 本 料理 店 
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| 
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ま 加 純 「 計 酒 手 純 お 小 東 神 み 農 本 冷 宮 夢 色 菊 菊 ま 小 花 な 山 吉 手 i た 山車 天 た 野中 i 
る 越 米 米 塚 米 い 松 酒泉 3 口 醸 追 本 醒 味 尋 1 る 堀 1 め 田 田 取 純 廃 多 狗 り 々 村 c 
全 中 五 酒 酒 し 産 造 特 人 周 酒 純 2 8 や 酒 本 ら 錦 酒 川 米 特 酒 舞 O 市 注 ! 
な 0 丁 下 造 7 い 山容 別 し 送 農 忠 遺 米 香 05 が 造 本 か を 造 大 酒 有 造 山 適 ! 
迫 7 加 方 場 2 地 田 0% い 人 口 た 店 酒 り 7 * 店 造 40 店 吟 の 室 府 ブ 傘 椿 
シン ロロ 純 広 さ 2 0 フ 
2 の AG ア 香 0 毎 口 モテ ゝ ゞ 曲 

6 石 無 1 \ 6 「. 所 中 0) 仕 ラ 0 3 
い 具 分 0 酒 貧 7 米 り 7: ぃ 公 が 1 あぁ 人 萬 0% 全 本 中 濃 0 1 ご 

1 ノ を 0 m み を 6 小 0 08 て 1 0 0 看 7 込 ン 7 0 
味 7 と 6 支 9g :2 6 た ? 歳 味 厚 6 
と 月 角 / 】」 使 1 キ 1 送 持 7 7 す 7 0 り 7 楽 で 7 な 6 寺 河 う 9 
り 月 生 還 計 ま 9 けし 2 の と 2 4 
の 3 1 る 4 円 人 還 議 生 22 0!、 細 4】 で 507 軸 く 2 E め 糸 7 2 と 5 8 ル # 8 
な 2 ? 騰 貢 円 3 2 訂 09 VI * る ! 御 馬 人 3 迷 32 | 成 6 5 に テ 4 中 
自 ” 2 に な 3 1 8 旨 12 ド 9 に - み " Ce 薫 3 0 が 法 33 府 球 記 “ 
伏 7 『 米 2 1 円 了 5 の 3 | 下 飽 13。 3 0 が :6 9 2 「 
な 0 * 6 才 i3 3 1 円 高 1 円 科 3 し - 和 

1) に ミ よ 1 1 

9 り 円 み 徴 円 い く じ 綴 還 AA 











の ひざ HO は 空中 2 政 浦 ③ 油 剛 の いさ 前 紅 天 


半 し 小松 市 





ンコ @ こ ご まつ し まい ぞう ぶん か ざい せん た 一 
2 時 小松 市 電 蔽 文 化 時 セン ター 
語 


重要 文化 財 指定 品 の 数 々 が 揃う 
小松 市 内 の 遺跡 か ら 出土 し た 貴重 
な 資料 を 紹介 。 勾玉 づく り 体 験 や 組み 
紐 体験 、 実物 の 土器 に 触れ る こと が で 
きる 出土 品 整理 体験 ( 要 予 約 ) な どの 
体験 プロ 4 4 薫 料 。 





小松 市 | 
@ た き が は ら あ ー ち が た いし ば し 


瀧 ヶ 原 ア ー チ 型 石橋 


倍 0761-65-2436 MAP P20A2 





(里山 自然 学校 と ま つ 滝 ヶ 原 ) 
国内 で は 珍し い 石 橋 群 





滝 ヶ 原 ア ー チ 型 石橋 は 、 明治 後期 か 
ら 昭 和 初 期 に か け て 貯 け られ た 石橋 群 
の こと 。 洪水 が 多かっ た こと か ら 、 地 
元 の 石工 が 京都 で アー チ 型 橋 の 技術 を 
学び ひ 、 堅 宇 で 良質 な 滝 ヶ 原 石 を 使用 し 
0 現在 2 呈 

9 M 市 滝 2 f 
20 分 ) 介 見 学 の 50 ム (里山 | ニン 


石 を テー マ に 巡る 
歴史 スポ ッ ト 





四 春 の 文 作 < 歴史 な 語る スー リ 二 
を 認定 し て 地域 の 活性 化 を 図る 「 日 
本 遺産 」。 


最大 規模 の 玉 つ くり 集落 が 形成 さ 
れ て 以降 、 さ ま ざ ま な 地下 資源 で 
ある 石材 を 活用 し て きた 。 こ れ ら 
の 歴史 が 「 日 本 遺産 」 に 認定 され 、 
石 の 文化 を 伝え る エリ ア が 観光 ス 
ポッ ト と し て 注目 を 集め て いる 。 






\ 1 症 目 石川 在住 の 女性 デザ イナ ee 詞 a ce 


日 049 


小松 市 内 の 遺跡 か ら 出土 し 
た 資料 を 展示 


ヨ 有 | に 海産 物 加 工 産 業 の 恵み 


公 076-274-9544 (白山 市 観光 課 ) 


信田 「 金 店 合 」 と 1 
小松 市 が 開発 し た すご ろく で 、 
子供 か ら 大 人 まで 幅 広い 年 識 計 計 
代 が 楽し みな が ら 「 小 松 の に ーー 暫 
石 文化 」 を 学べ る ゲー ム 。 
公 0761-21-8208 

(こま つ 観 光 物 産 ネッ トワ ー ク ) ケー ジ 20 きる 





か わい ら 


MM タリ 





江戸 後期 か ら 明治 期 に か け て 北 前 船 の 寄港 地 と し て 栄え た 美川 地区 で は 、 海 産 
物 加工 業 が 発展 する 。 標 漬け や 粗 漬け の 工場 が 、 最 盛 期 は 40 を 超え て ひし めい た 。 


いし か わる 一 つこ うり ゅ うか ん 


い し 4 
石川 ルー ツ 交 流 館 
ro リ ん 7 ん : 潤 AH 還 還 中 少 4 り | 
北 前 船 で 栄え た 旧 美 川町 の 歴史 や 文人 
を 伝え る 。 明治 5 年 (1872) に 一 時 、 県庁 が 
置か れ た 史実 に ちな み 、 当 時 の 知事 室 を 
再現 し た 部 屋 も ある 。 人 Q 邊 山 市 美南 


びさ ざ rtfr 計 さ 9 
HF び / 層 mnm 盾 滞 
舞 三 同 」 


YO「 








⑱ く れ た け ぶ ん ご 


re リリ ん ルツ ル ん アア 本 較 ル ルリ: タ 

大 正 時 代 に 旧 北 前 船主 の 熊田 源太 郎 が 
自宅 で 開い た 旧 図 書館 。 1 万 3000 冊 あま り 
の 図書 に 加え て 、 GE 
GS 3 山 市 


所 ひび ざさ 各 責 革 
叶 細 中田 菩 








UN ウツ 6 る 


に 


















et ん ツア ん リリア ん 


(小松 市 観光 交流 課 ) 
地域 の 歴史 的 魅力 や 特色 な ど と 


小松 で は 、 約 2300 年 前 に 国内 


LN \ EE 


メノウ や 水晶 を は じ め と する 小松 産 
鉱物 も 多数 展示 


計 小松 市 
@ ご まつ し りつ は く ぶ つか ん 


小松 市 立 博物 館 

芦 城 公 国内 に ある 石 文化 発信 の 拠点 
落 政 時 代 の 歴史 と 美術 、 化石 や 昆虫 

標本 、 剥 製 な どの 自然 科学 資料 を 併せ 、 

重要 文化 財 ・ 重 要 有 形 民 俗 文化 財 を 含 

む 約 5 万 点 を 収蔵 。 古墳 時 代 前 期 に 作 

られ た 玉 製 の 腕輪 や 小松 城 関係 の 

EMMA 四 0 

3 小松 の 内 2 人 人 装 H 





小松 市 | 








ひがし し ゅ ぞう の いし くら 


東 酒造 の 石 蔵 


分 0761-22-2301 





MAP P20B2 


断 境 果 で 銘酒 を 製造 

東 酒造 舎 の 石 蔵 は 、 観音 下 で 切り 出さ 
れ た 日 華 石 で 作ら れ て いる 。 火 や 湿気 
に 強く 、 カビ が 繁殖 し に くい た め 、 当 
時 は 貴重 な 酒蔵 と され た 。 温もり の あ 


る 色合い の 日 華 石 に は 重厚 な 趣 が ある 。 





時 @ 不 定信 人 PPT PT 


定 さ れ て いる 


滞 還 人 に 立ち 並ぶ 船主 た ちの 豪邸 


全 0761-72-7988( 加 賀 市 文化 振興 室 ) 


MAP P20A2 


北 前 船 は 江戸 後期 か ら 明治 期 に 北海 道 と 大 阪 を 結ん だ 買 積 船 。 北 前 船 が 慕 大 な 利益 を 
得 て い た こと か ら 、 数 多く の 船主 た ち が 住 ん だ 橋立 の 集落 は | 日 本 一 の 富 


さだ た まえ ぶ ね の さと し りょう か ん 


ピー 等, 
北 前 船 の 里 資料 館 
公 0761-75-1250 APP20A2 。 ) 
北 前 船主 ・ 酒 谷 家 の 豪 邸 に 航海 道具 を 
展示 し 、 当時 の 暮らし ぶり を 伝え る 。 また 、 
船主 屋敷 が 残る 橋立 は 国 の 重要 伝統 的 建 
に ek EAR ST 人 @ 串 


吾 内 小 S 較 8 
ひざ 更 晶 rrH 吐 








胃 村 」 と も 呼ば れ た 。 





「 北 前 船主 た ち が 残 し た 


重要 伯 約 建物 群 保存 地区 


reU り リ 74J ウ ん 合 ん は 1 


MAP P20A2 





( 加 異 市 教育 委員 会 文化 財 保護 課 ) 

北 前 船主 の 邸宅 が 立ち 並ん だ 集落 が 、 
今 も 変わ ら ず に 残さ れ て いる 。 和 石垣 や 参 
道 に は 柔らか な 質感 と 独特 な 風合い の 淡 
緑青 色 の 細 谷 石 が 使用 され 、 優 し い 雰 囲 


気 の 町 並み を 形成 する 。 
加 貨 橋立 
北 前 船主 集落 











野々 市 市 
価 き た け じ ゅ うた く 


斉 多 家 住 宅 
藩政 時 代 の 加賀 の 町 家 造 り 

幕末 の 造り 酒屋 ・ 喜 多 家 が 金沢 か ら 移 
築 し た 19 世 紀 初頭 の 町 家 。 木 虹 格 子 
や 支 関大 戸 、 吹 抜け 梁 組 み の 見事 な オ エ 、 
通 リ ニワ な ど 金 沢 の 典型 的 な 町 家 建 築 
を 見 る こと が で きる 。 





建物 は 国 指定 の 重要 文化 財 


時 本 野々 市 市 
@⑯ さ ゅ うう お ずみ け じ ゅ うた く 
(の の いち し きょう ど し り ょ うか ん ) 


旧 魚 住家 住宅 


(野々 市 市 郷土 資料 館 ) 





農家 の 独特 な 間取り と 建築 

19 世 紀 中 期 に 建造 され た 町 家 風 農 
家 で 、 前 面 は 町 家 、 内 部 は 農家 と い 
う 複 合 建築 。 同様 の 形式 の 町 家 が 周 
辺 の 旧 北 国 街道 治 い に 点 在 する 。 農 
4 MK 





加賀 地方 の 風格 ある 建築 様式 


大 日 町 か ふ ぇ 
る むい か まち か ふえ ぇ 
郷土 資料 館内 に ある 町 家 カ フェ 。 
地産 食材 を 取り 入れ た スイ ー ツ や 軽 
食 で 一 服 で きる 。 





軽食 セッ ト の 入 日 町 小 昼 600 円 





旨い 愉 市 


Pー* 


師 に よる 開創 。 岩窟 本 殿 の 「 胎 内 くぐり 」 
で 心身 共に 生ま れ 変 わる と 信じ られ て 
いる 。 新緑 、 台 、 紅葉 の 美 し さ で も 知ら 
れる 。 松尾 色 葉 が 「 石山 の 石 よ り 白 し 秋 
の 風 」 と 詠ん だ 。 


2 
し 4 


へ 2 p 」 
那 谷 寺 の 
の 細 信 『 
奥 の 細 道 で も 有名 な 紅葉 の 名 所 議 出 記 Sg 際 

養老 元 年 (717)、 白 山 を 開い た 奈 注 大 1 生 s 信 

源 
平 す 


Fr 


こい ロ 


志 


FE 
0 


 E 


Mcy 湯 岡 S 科 . 右 弟 き 油 、 


(ct 注油 隊 べ い 


点 在 する 句碑 が 歴史 と 
情緒 を 伝え る 


中 っ 『 す 
フ 
= 9/ 
| 


「 奥 の 細道 」 の 道中 で 、 小 松 、 山 
聖 寺 を 訪れ た 松尾 色 焦 。 
各地 に 句碑 が 建立 され 、 
その 足跡 を 伝え て いる 。 


中 温泉 、 





n 5 ーー * ーー 3 = 内 | 。 
「 む ざん や な 甲 の 下 の き り ぎ りす 」 の 句 
を 詠ん だ 多 太 神社 


倫 旨 加 資 市 
@ や ま の し た じい ん ぐん 


山 ノ 下 寺院 群 


ro リリ ん ウル 名 7 ん 
ネン と 4 9) 


古い 町 並み が 残る 

聖 寺 藩 の お 膝元 で あっ た 城下 町 ・ 大 
聖 寺 に は 、 越前 と の 国境 付近 に 意図 的 
に 集め た と され る 寺院 群 が あ る 。 大 聖 寺 
前 田家 の 菩提 寺 ・ 実 性 院 や 苔 葉 ゆ か り の 
時 


MAP P20A2 





大 悲 閣 拝 典 の 奥 、 岩 窟 内 に 本 殿 が ある 





小松 市 
@ あ た か の せき 


安宅 の 関 


全 0761-22-8896 
(安宅 住吉 神社 ) 


静か な 松林 に 囲ま れ た 史跡 
歌舞 伎 「 勧 進 帳 」 の 舞台 と し て 知ら れ 
安宅 住吉 神社 で 難関 突破 祈願 を し 
た ら 、 安宅 ビュ ー テ ラス で 雄大 な 日 本 海 
スマ 


タル リサ 








バス 守 織 で 10 人 _ 。 。 。 松林 を 背 に 建つ 弁慶 ・ 義 経 ・ 富 極 の 像 


「 萩 の 寺 」 と し て 知ら れる 実 性 院 





還 証 能 美 市 」 





まつ い O で き べ ー す ぼ ー る み ゅ ー じ あ も 
鍋 
の 
還 谷 0761-22-2447 。 MAPP20A2 
| ヒー ロー の 活躍 の 軌跡 を つぶ ざさ に 
ミ 〉 石川 県 出身 の 元 大 リー ガー、 松井 秀 
の 喜 氏 の 記念 館 。 数 々 の トロ フィ ー や プ 
ム ライ ベー ト 写 真 を な どか ら 、 その 歩み に 
ン ノン 触れ る こと が で きる 。 国民 栄誉 賞 受賞 
お 時 の 記念 品 も 並ぶ 。 
す 
ト し し テグ 砂 
の く 
は Ma 答 、 有 1 
、 名 時 代 の ユニ 

フォ ー ム が 並 

ぶ 

の 





⑮ わ くわ く て づく り ふ ぶ ふぁ ー む か わき た 


公 076-277-8989 MI タル リタ 





自家 製 麦 で 造ら れ た 地ビール も ! 
地ビール 「 白 山 わ くわ く ビ ー ル 」 
(BU の アウ ルゥ リリ 性 連 ラン 
チ を 提供 する レス トラ ン 、 地元 の 農産 
物 や 特産 品 を 扱う 産直 物産 館 が ある 。 


小松 市 
@⑯ に ほん じ ど うし ゃ は く ぶ つか ん 


POD TTPCCODCCCCPTCTCCPLLPDDDUDLEDCDDCCPDCDDCLLCCCLEEPLLDUDDDDLLCECCCCEEKKLCLLEESSXXEI 


公 0761-43-4343 MAP P20A2 
見 ご た え 満 点 ! 自動 車 の 殿堂 
展示 台数 日 本 一 と な る 約 500 台 の 世 
界 各 国 の 名 車 が 並ぶ 。 ダ イア ナ 妃 が 乗っ 
た ロー ルス ロイ ス な ど 希 少な 車 か ら 各 
時 代 を 彩っ た 人 気 車 ま で の クラ シッ ク 
カー を 一 堂 に 展示 。 


レン カ 造 り 
0 の 4 ラッ ノル 
ク な 建物 


旬 て どり ふい つ し ゅ らん ど 


会 0761-57-2211 MAPP20B2 
ペッ トシ ョ ッ プ も ある 遊園 地 

北陸 最大 規模 の レジ ャ ー ラ ンド で 大 
観覧 車 や 絶叫 マシ ー ン な ど が 充実 。 土 
* 日 曜 、 祝日 に ヒー ロー ショ ー が 行わ れ 
る ウル トラ マン スタ ジア ム も 人 気 。 








小松 市 | 
@⑯ ひ よう こけ の さと 


POLOOEIKIOCKKAAKXSKKKKLKECKKKKKKKYKKAKSSKOCLOKKEKKAX と て YNKA ス KK スス エエ 


MI コル 4 リタ 
BUDUEEEE ラ 77 ルク 
里山 に 抱か れ た 希少 な 苔 庭 
艇 木立 ちや 小川 、 それ ら を 囲む 古 民 
家 な ど 、 全国 農村 景観 百 選 に 選ば れ た 
美しい 里山 集落 を 作る 日 用 町 は 、 苔 の 
名 所 と し て 知ら れる 。 国内 有数 の 苔 庭 
で は 散策 が 楽し め る 。 


公 090-7083-6969 








多様 な 苔 が 緑 の じ ゅ うた ん を 作る 


の し し く こ ご こう げん 


DOOLCCCODCCPDDDDPLCECCLPPPDOPOLLLULULLLEACLKKLCDDULEKKKSXKKKIOULKEEXKKXKICCKKESSKKKII 


会 076-272-0600 MI クタ 4 リ に ア 4 


(スカ イ 獅 子 叫 ) 





空中 遊覧 も で きる 絶景 スポ ッ ト 
ゴン ドラ で 上 る 標高 650m の 高原 は 、 

Ai の 0 ラク ラロ ( 

ダー 体験 、 バ ー ベ キュ ー な ど が 楽し め る 。 


あそぶ 
@ い し か わ ど うぶ つえ ん 





re りん EE:tIU( MAP P20B2 
動物 た ちの し ぐさ が 笑み を 誘う 
丘陵 の 地形 を 生か し 、 本 来 の 生息 環 
境 を 模 し た 飼育 舎 で 動物 約 180 種 4000 
点 を 展示 。 動物 の 夜 の 生態 が 見 られ る 
ナイ ト ズ ー や 冬 の カビ バラ の 入浴 な ど 








レス トラ ン や 高原 の バン も 人 気 。 話題 の イベ ント も 満載 。 











2 階 理 て の 建物 より 高い 巨大 ダン ブ 


too 





| 公 0761-24-2154 MAPP20A4 
建設 機械 に 触れ て 、 学 べ る 

世界 的 建 機 メー カー「 コ マツ 」 の 創業 
90 周 年 記念 と し て 2011 年 に オー プン 。 
世界 最大 級 の ダン プ ト ラ ッ ク 930E の 展 
示 、 建 機 の 仕組 み を 学べ る 「 わ くわ く コ 
マツ 館 」 な ど が ある 。 建 機 の 試乗 も で き 
る (日 時 は 要 確 認 )。 
WW 小松 市 こま つの 杜 1@3JR 小松 駅 東 
口 か ら 徒歩 1 分 代入 園 無料 昌 9 て 17 時 (わく 
わく コマ ツ 館 ・2 号 館 は て 16 時 30 分 ) @ 無 


休 ( わ くわ く コ マツ 館 は 日 ・ 月 曜 、 第 5 土曜 休 
館 、 祝日 は HP カレンダー で 確認 ) ⑱30 台 


0 
る へ 主計 

中 谷 宇 吉郎 雪 の 科学 館 

re さ 0 リ 4。】 Ep に と た 1 4 リヤ 

寺 の 結晶 を 学べ る 


片山 津 出身 の 中 谷 は 「 雪 は 天 か ら 
送ら れ た 手紙 」 の フレ ー ズ で 知ら れ 、 
世界 で 初め て 人 工 婁 を 作っ た 科学 者 。 
館内 で は 博士 の 研究 に つい て 学べ 、 
水 の ベ ンダ ント 作 り 実 験 も で きる 。 
WW⑧⑱ 加 貨 市 潮 津 町 イ 106⑳3JR 加 貨 温 
泉 駅 か ら キ ャ ン バ ス 海 ま わ 
り 線 、 中 谷 宇 吉郎 雪 の 科学 
館 下車 すぐ ⑳ 入 館 500 円 人 
9 て 17 時 (入館 は て 16 時 30 
分 )@⑱ 水 曜 ( 祝 日 の 場合 は 
講 開館 )⑱⑲30 台 
計 建物 は 磯崎 新 に よる 設計 


ティ ー ル ー ム 冬 の 華 


人 @ てい ぃ い ー る 一 む ふゆ の は な 


きび さい えん す ひ る ず こ まつ 


サイ エン ス ヒ ル ズ 
ご こまつ 
人 0761-22-8610 = MAPP20A4 
科学 に よる 交流 が 生ま れる 

科学 の 楽し さ を 体験 で きる テー マ 館 
宇宙 の 魅力 に 迫る 「3D ス タ ジ オ 」、 光 や 
電気 の 性 質 や て こ な どの 身近 な 科学 の 
原理 を 学べ る 「 ワ ンダ ー ラ ンド 」 な ど が 
ある 。 毎週 体験 教室 も 実施 し て いる 。 


小松 市 こま つの 杜 2@3JR 小松 駅 か 
ら 徒歩 3 分 介 3D ス タ ジ オ 600 円 、 ワ ンダ ー 
ラン ド 500 円 、 セ ッ ト 券 800 円 介 9 時 30 分 て 
18 時 ⑯ 月 曜 ( 祝 日 の 場合 は 翌日 )、GW と 夏 








3 種類 の 地ビール が 楽し め る 


丸八 製茶 場 茶房 実生 
まる は ちせ いち ゃ じょう さぼ うみ し ょ う 
| 公 0761-74-2425 MAPP20A2 
加賀 自慢 の 日 本 茶 を 再発 見 
文久 3 年 (1863 ) 創業 、 昭和 天 
皇 に 献上 され た こと で 有名 な 「 献 
上 加 信 棒 茶 」 の 製造 元 の 店 舗 。 
毎週 、 月 ・ 火 ・ 木 曜 の 午前 中 に 妖 
煎 作業 を 見 学 で きる 。 本 社 ・ 工 
場 に 併設 。 
WW⑧ 加 人 賀 市 動橋 町 タ 1-8 @⑳39JR 
動橋 駅 か ら 徒 歩 15 分 ⑱ 見 学 無料 
提 10 て 18 時 ⑳ 水 曜 (祝日 の 場合 は 
営業 ) ⑱5 台 





金谷 酒造 店 
か な や し ゅ ぞう て ん 
| 谷 076-276-1177 MAPP20B1 」 
明治 か ら 続 く 酒造 り を 学ぶ 
銘酒 「 高 砂 」 の 酒蔵 内 を 、 蔵 
元 自 ら 案 内 (1 カ月 前 まで に 5 名 
以上 で 要 予 約 、 見学 料金 要 問 
合せ 、 冬 期 不可 )。 隣接 する レ 
スト ラン 「 高 砂 茶 寮 」( 谷 076- 
274-1177、 要 予 約 ) も お すす め 。 
WW⑧ 白 山 市 安田 町 3-263JR 松 
任 駅 か ら 徒歩 11 分 ⑱ 見 学 有料 W9 
0 日 曜 、 祝日 920 全 


| 。 澤 且 呈 呈 箇 





釣堀 や ペッ トシ ョ ッ プ も 併設 








バ パラグライダー 体験 は 要 予 約 


ー wwe 計 加賀 の 較 の も の づく り 見 学 





| 白山 市 」 | 白山 市 」 
あら 与 本 店 太鼓 の 蜂 体験 学 習 館 
あら よ ほ ん て ん @ た いこ ご の さと た いけ ん が くし ゅ うか ん 
7 ウ 77: あ た 770 了 本 7 分 076-277-1721 MAPP20B1 
伝統 の 発酵 食 を 知る 二 太 鼓 作り が 楽し め る 
塩漬け 一 年 、 六 漬 け 一 年 と 太鼓 の 製造 元 、 浅野 太鼓 楽 
いう 伝統 の 製法 を 継ぐ で 、 ふぐ や 器 店 が 運営 する 太鼓 の 体験 施 
ふぐ の 子 の 系 漬け の 製造 元 。 月 設 。 世界 各国 の 打楽器 を 展示 
火 ・ 木 ・ 金 曜 の 午前 に 製造 工程 し 、 大 太鼓 の 試し 打ち や 太鼓 作 
の 見 学 が で きる ( 要 予 約 )。 り (ミニ ち ひ 太 鼓 515 円 、 要 予約 ) 
7N7W⑧ 白 山 市 美川 北町 ル 61 な どの 体験 が で きる 。 
@3JR 美 川 駅 か ら 徒 歩 5 分 人 ⑱ 見 学 無 WW⑧ 白 山 市 福留 町 586 JR 加 
賀 笠間 駅 か ら 車 で 5 分 介入 館 350 


料 介 9 て 1 8 時 ⑯ 水 曜 @⑩5 台 





円 昌 10 て 16 時 W 火 曜 、 不 定休 あ 
り ⑮20 台 





' 
石川 県 立 航空 プラ ザ 


いし か わけ ん りつ こう くう ぷら ざ 
| 公 0761-23-4811 MAPP20A2 
バイ ロッ ト 気 分 を 味わえ る 
小型 飛行 機 や 戦闘 機 な どの 
実機 を 展示 し 、 飛行 機 の 歴史 や 
飛行 原理 に つい て 紹介 する 。 飛 
行 機 を 操縦 体験 で きる 運転 シ 
半 昌 28 回 BO0E 
WW 小松 市 安宅 新町 内 92 9JR 
小松 駅 か ら 小 松 バ ス 空 港 線 で 12 分 、 
終点 下車 、 徒歩 3 分 W 入 館 無料 ( シ 
ミュ レー ター100 へ て 500 円 ) 介 9 ン 17 
時 ⑯ 無 休 ⑩100 台 





Me つの okes 
科学 館 敷地 内 に 併設 され ひと 休み 
た 、 柴山 潟 を 一 望 す る カフ ェ 。 


クッ キ 数 種 か ら チ ョ イス で きる ケー 
キ セ ッ ト 930 円 。 アニ 


科学 館 へ 入館 し な く 王 よ デ 
て も 利用 で きる 還 議 、 ず では 


給 較 白山 市 」 
@⑯ い し か わけ ん ふれ あい こん ちゅ うか ん 


ぶれ あい 曳 虫 館 
Lc076-272-3417 。 MAPP20B2】 
日 本 海 側 初 の 本 格 的 な テー マ 館 
日 本 海 側 最大 規模 の 昆虫 テー マ 館 。 

南国 の チョ ウ 約 1000 頭 が 舞う 温室 、 熱 
帯 や 寒 帯 な ど に お ける 昆虫 の 生息 環境 
を 表し た ジオ ラマ 、 生き た 昆虫 の 展示 な 

ど 、 昆虫 の 知恵 や 不思議 を 楽し みな が 
ら 学 べ る 。 虫 に 触る 体験 展示 も 人 気 。 


WWW ⑧ 白 山 市 八幡 町 成 3@3JR 金沢 駅 か ら 
車 で 約 45 分 介入 館 410 円 倫 9 時 30 分 て 17 時 
(11 て 3 月 は て 16 時 30 分 )⑯⑳ 火 曜 (祝日 の 場 
合 は 翌日 )、 夏休み 期間 は 無休 64 台 


休み 期間 は 開館 周辺 有料 駐車 場 利用 


日 本 最大 級 の 
リル ンク ルン 6 





市 
は くさ ん し りつ ちよ じ ょ の さと は いく か ん 


千代 女 の 里 俳句 館 
し 人 076-276-0819 = MAPP20B1 
俳句 を 通し た 交流 施設 

「 朝 や つる べ と ら れ て も らい 水 」 
で 知ら れる 江戸 時 代 の 女流 俳人 、 加賀 
の 千代 女 は 現在 の 白山 市 出身 。 館 内 で は 、 
千代 女 を は じ め 数 々 の 俳人 に つい て 作 


品 や 映像 を 通し て 紹介 。 俳句 を テー マ と 
する 多様 な 企画 展 を 開催 。 

WW⑧ 白 山 市 殿町 310@⑳JR 松任 駅 南口 か ら 
徒歩 1 分 W 入 館 200 円 介 9 ン 17 時 (入館 は て 16 
時 30 分 )@⑳ 月 曜 (祝日 の 場合 は 翌日 ) 駅 南 
立体 駐車 場 518 台 利 用 (3 時 間 ま で 無料 ) 








丘 と 建築 が 一 体 と な っ た 
流線型 の 外観 は 必見 ! 


リス トラ ン テ ジン | だ 
@⑮ り す と らん て じん BP20A4 
合 0761-24-0761 


サイ エン ス ヒ ル ズ こ まつ 内 の 展望 


カン ア ェ レス トラ ラン,。 前 染 。 ハ スタ また だ 
は ピッ ツア な どの ラン チ セ ッ ト 1000 円 。 


WW 11 て 17 時 、 18 て 21 時 (LO) @ 月 
曜 (祝日 の 場合 は 翌日 )、 GW と 夏休み 期 
間 は 営業 





有機 野菜 や 地元 食材 を 使用 


。 
⑯ は くさ ん し りつ 
まっ と うな か が わか ず ま さき ね ん びじゅつ か ん 


松任 中 川 一 政 記念 美術 館 
し 人 076-275-7532 。 MAPP20B1 
手掛け た 様々 な ジャ ン ル の 作品 を 収蔵 
日 本 洋画 壇 の 巨匠 、 中 川 一 政 の 母 の 
出身 地 と いう 縁 に より 、 作品 の 寄贈 を 受 
け て 開館 。 油彩 、 岩 彩 、 書 、 陶器 な ど 約 
300 点 の 作品 を 収蔵 し 、 テー マ を 設け て 
常時 、 約 70 て 80 点 を 展示 し て いる 。 


WW ⑧ 白 山 市 旭 町 61-1⑳JR 松任 駅 南口 か 
ら 徒歩 1 分 入館 200 円 負 9 ご 17 時 (入館 は て 
16 時 30 分 ) ⑯ 月 曜 (祝日 の 場合 は 翌日 ) ⑮⑱ 専 
用 駐車 場 8 台 (無料 ) ほか 


. と て 汰 中 S の I 寮 商 机 で 寺 商 中 呈 理 ボ ee 








の 放 G ば V 交 由 の は お 放 谷 ロナ で 
。 敵 寺 汰 VH へ 填 記 は 隅 べ 1IHMNI 寺 皿 層 





レー ンー 


給電 小松 市 | 
@ こ まつ し りつ みや も と さぶ ろう びじゅつ か ん 


小松 市 立 宮本 三郎 美術 館 
re さ 074】 EZ40 計 1 りり) タク 4 リヤ 
初期 か ら 晩 年 の 作品 が 揃う 

「 写 実 の 奇才 」 と よ ば れ た 洋画 家 、 宮 
本 三郎 は 小松 市 出身 、 二 紀 会 の 設立 者 
で も ある 。 館内 に は 、 代表 作 『 婦 女 三 容 』、 
『 日 本 の 四季 』 を は じ め 油 彩 、 素描 な ど 


約 160 点 を 収蔵 。 

還 ⑧ 小 松 市 小 馬 出 町 5@39JR 小 松 駅 か ら 
徒歩 12 分 介入 館 400 円 9 て 17 時 (入館 は 
て 16 時 30 分 ) ⑯ 展 示 替 え 期 間 ⑱ 共 用 駐車 
場 100 台 利用 
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本 「 俳 句 の 街 」 白山 市 の シン ボル 力強い 作品 を 鑑賞 で きる 明治 時 代 の 蔵 を 利用 し た 美術 館 


「 奇 跡 の 毒 抜き 」 と いわ れる 製法 


工場 か ら の 畑 煎 の 香り も 楽し め る 明治 初 創 業 の 趣 ある 酒 


(2 加賀 の 民 


様々 な 和 太 鼓 も 展示 
約 10 種 類 の 南国 の チョ ウ が 集う 「 チ ョ ウ の 園 」 
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全国 か ら ! 加 貸 2 」 へ の アク セス 情報 


MA 川 ほ ーー =ITAN 


er [東京 (羽田 空港 RE (東京 (羽田 空港) 東京 (33 田 空港) 
飛行 機 約 1 時 間 5 分 rrP'ET 約 1 時 間 45 分 
(白峰 へ ) 
















約 1 時 間 40 分 


新 西 金沢 駅 
日 山 比 蜂 神社 
約 3 時 間 15 分 


| 練馬 IC 」 [ 腰 岡 JCT ) 上 越 JOT 軒 [ [ 練馬 IC [ 腰 岡 JCT 」 [上越 JCT ] 
Ci 県道 20 写 ほ が 衣 講 主 避 国道 157 号 ほか 由 臣 置 白 山 C 国道 157 号 ほか 全 有 IE 鐘 7 
約 6 時 間 















名 古屋 駅 
西沢 駅 新 西 金沢 駅 
鈴 来 駅 白山 比較 神社 
約 3 時 間 45 分 


名 古屋 名 古屋 


















ら 車 國 此 陸 道 珠 9 国道 8 号 ほ か 師 時 衣 : 福井 北 IC 国道 416: ーー 貞 陸 道 白山 IC | 国道 157 号 ほか 販 則 是 37 
約 2 時 間 40 分 662 時 介 35 人 約 3 時 間 15 分 約 3 時 間 15 分 
國 大 阪 駅 52 (大 駅 加賀 温泉 駅 
大 JR 約 2 時 間 30 分 約 2 時 間 20 分 約 4 眼 新 西 金沢 駅 
孤 約 3 時 間 30 分 
\ パ eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeseeseeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeseeeeeeeeeeeeeeeeeeeeseeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeseeeeeeeeeeeeeeeeseseeeeseeeeeeeeeeeeeeeeeeeeseeeeeeeeeeeeeeeeeeeeseeeeeeeeeeeeseeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee 
が 員 ONe 
の 車 納 2 時 間 50 分 加賀 IC 四国 道 8 号 ほ が 還 陸 道 W 福 井 北 IC] 国道 416・ op7Blg ーー 白山 比較 神社 
約 2 時 間 55 分 約 3 時 間 50 分 約 3 時 間 45 分 





北 鉄 バス ( 特 切 )40 分 / 1130 円 


Pa 男 画 較 遼 較 回 国男 男 固 国 固 男 囲 囲 較 較 国 国 国 還 画面 還 
% 4 タク シー40 分 / 約 1] プ 回 固 較 較 較 囲 較 固 圏 囲 較 較 男 回 
<* 


URIU ス 。 還 内 
Ed 加 資 を ぐる っ と まわ る 


加 人 賀 周遊 バス 「 キ ャ ン バ ス 」 

片山 津 ・ 山 代 ・ 山 中 の 主 な 観光 スポ ッ ト を 周遊 財 
する バス 。 JR 加賀 温 泉 駅 を 起点 に 海 ま わり 線 と 民 
山 まわ り 線 の ほか 小松 空港 を 経由 する 路線 も ある 。 


【 問 合せ 】 谷 0761-72-7777( ま ち づ く り 加 貨 ) 
【 料 金 】 乗 り 降 り 自由 の 1 日 券 1000 円 、 2 日 券 1200 円 、 空港 アク セス 乗車 券 500 円 


* タク シー40 分 約 1 万 円 1000 円 


金沢 一 小松 間 
特急 0 分 / ノ 1250 円 (自由 席 ) 








白山 比 時 神社 
























どら 0 5 地 6。 HH TTTFT あわ づ 温 泉 
2 Ce っ soom 35 が ン 『 に 片山 津 ・ 山 代 ・ 山 中 温泉 宿泊 者 限定 
/\ 時 0 1 人 e ロ ョ 小松 バス Oo o 
ミス 35 分 ノ 500 円 *%%% BE ma ECO 乗り クー ボン 下 肥 の い ずれ か 1 つ 利 用 
m 本 生生 谷 寺 果 、、 、 ※ 語 N 1 つ 6 
E ee 3 上山 津 温泉 、 山代 温泉 、 山 中 温 . キ ャ ン パ ス 1 回 和 券 * 枚 分 司 7 。。 
中 サミ 2 ヽ si ョ さ 
15 1 円 ( 直 由 席 ) 。 er 山代 温泉 泉 の 周遊 に 便利 な 2 種類 の クー ・EV レ ンタ カー 500 円 割引 
= ここ ミノ 三 | 。 いい 
山水 * 加賀 泉 バ ス ツ 券 も 付く 。 周遊 バス 「 キ ャ ン バ 。 
fevereneeeee 加賀 温泉 駅 か ら 30 分 420 円 ノ 語 ヌ 乗車 券 や FV 2 ー 所 ECO 乗 り ク ー ボ ン 2000 円 
SSRSE 』 ンタ カー 割引 ・ 混 モビ 3 時 間 利 用 
券 と し て 使え る 。 ※ 日 帰り の 方 も 購入 可能 
【 問 合せ 】 谷 0761-72-6678 
※ 金 沢 駅 か ら 加賀 温泉 郷 ま で を 最短 約 45 分 で 結ぶ 、 加 賀 ゆめ の さと 特急 バス も 。 問 合せ は 加賀 温泉 バス へ 。 (KAGA 旅 ・ ま ち ネ ッ ト ) っ 人 乗り 超 小 型 電気 自 < 
了 松 バス …G 0761-22-3721 キャ ン バ ス (まち づく り 加賀 ) … @ 0761-72-7777 動車 「 温 モビ 」 も 人 気 癌 
店 に | 加賀 温泉 バス …@ 0761-73-5070 北 鉄 バ ス …⑤076-237-5115 加賀 白山 バス …⑤076-272-1893 





最上 級 ! 最高 グレ ー ド の 観光 ガイ ド タ ク シー 
、 加賀 エリ ア に 詳し い アロ : ュー > 丘 れ ム 
グル ー プ で の 観光 に お すす め 二 庁 供 2E PU (2BB 上 5 シ ンジ た 4 








高級 ワゴン 車 で 移動 で を る の で 、 魅力 あふ れる 12 コー ス 
6 人 まで の 家族 連れ や グル ー プ で 2 時 間 コ ー ス 約 15,.000 円 - 
の 利用 が 可能 。 ガ イド が お すす め 画 人 着 


小松 空港 JR 小松 駅 JR 加賀 温泉 駅 /JR 松任 駅 
加 貨 温泉 郷 (粟津 ・ 片 山 津 ・ 山 代 ・ 山 中 温泉 ) 辰口 温泉 
画 便 利 な サー ビス 

FreeWi-FIi プ スマ ホ ・ タ ブレ ッ ト 充 電 / 冷 蔵 庫 / 

12 ヵ 国 同時 通訳 プ 多 言語 ガイ ドブ ッ ク な ど 


する と っ て お き コ ヨー ス や と だ わり 
の 72 ルン 2 gc ラウ A ク クリ クミ 
の 厳選 情報 を 教え て も ら え る か も 。 


限ら れ た 旅 の 時 間 を 最大 限 に 活用 【 利 用 申込 み 】 
し 、 ゆっ た り 加 人 賀 地域 を 満 上 逢 し よう ! 会 0761-77-0111( 加 賀 第 一 交通 株 式 会 社 ) 
【 問 合せ 】 





会 0761-24-8076( 加 賀 地域 連携 推進 会 議事 務 局 ) 


6⑤) 加賀 の 展 


270 年 の 伝統 ある 餅 菓 地 。 
- あ ん ころ 370 円 -。- 
錠 で くる ん だ ひと ロサ イズ の 全 。 
北海 道産 小豆 と 地元 も ち 米 を 使用 
園 八 本 店 合 076-275- 0018 

Mi:18 計 3 


侍 


、 製茶 場 茶房 生 。 
< に コ 0 MP7 


後に 残る 甘 さ ・ - 辛 さ が ク セ に な る 
まぼろし の ! 唐辛子 チョ コ 


ちょ こっ と な ん ば 540 円 : 
_ 白山 市 の ま ぼ ろ し の 剛 な ん 」 を 
人 ト = 





県 馬 と 味噌 で 作っ た 加賀 5 の 銘 業 


- 娘娘 万 頭 3 個 入 324 円 

- 地元 産 味噌 の ほのか な 香り が 特徴 。 ひか 

_ え め な 甘 さ と まろ や か な 口 あたり が 人 気 
山中 石川 屋 合 0761- 78-0218 ae 

人 市 山 中 温泉 本 町 2 丁目 ナ 。 3: 科 

2468…16 時 水曜 - 





電 、 
アー 











川 【 り EK キキ (ルー 


みや で ( 


の 和 和 や 義和 を 使っ た の 
に 1 4 
2 に 5 -』POB み を を か し た 














| 生ま JE た 3 誠 ミ 2 8 「 
守口 博 旋 パ ティ シ エ が 監修 マイ ルド トマ トカ レー に 


大 麦 バ ウム 1890 円 410 円 で デ 
小松 市 産 の 上 質 な 太 条 大 妻 を 使い 、 三 : 小松 産 ト マ 00%4 で 水 を 二 切 入れ ず 、 orc 攻 



















生 まお 1 で ーッ し っ と り と 焼き 上 げた バーム クー ヘン トマ ト の さわ や か な 酸味 が 特徴 ^ 中 を 
- お 茶 の 色 は 現 百 色 .……… 介 ma 。 。 - 小松 空港 ター ミナ ルビ ル 道 の 駅 と まつ 木場 潟 全 0761 25-1188 。 
芳 ば し い 香 り が 特徴 1 階 空 の 駅 た まつ 「 62 人 訂 3929 を まで 3 月 は 江 8 時 人 こ 
- 献上 加賀 棒 茶 : 谷 0761-24-0831 -@ 無 休 (1・ 2 月 は 水曜 定休 ) 5 
と 奈 まま PO(6 叶 ご 19 時 30 分 の 無休 半生 P208 あ ーー 
120g 缶 入 1836 円 天 | た TS お El 交 目 068 は ほ > ここ 
- 一 番 摘み の 良質 な 茎 を な か ら 浅 。 | 佑 | > 
- < に 、 店 みき した 株 Bi ーー Bi 





-、 温泉 た ま ご を 味 比 ペ し ょ うー 1 二 きき 
- 二 加 賀 湯 お ん た ま 物語 ” 


-600 円 Hf ま 
- あわ づつ > 山代 ・ 中 片山 津 ・ 辰 HK の ' = 
各 温泉 た ま ご と 6 個 詰 合 ロ せ ここ 


小松 空 港 タ ー ミ ミナ ルビ ル ーー なー = と 
' _1 落 空 の 駅 こま つ 谷 0761 -240831 
9 所 20 | 





- モ : 舞 を 洒 着 や ご 飯 の 友 に ーー おり ee 
3 村 中 最適 の 高級 珍味 3 
ーー ンー つこ っ ST 陸 ち (ドミ モコ ふぐ の 子 往 漬 け 
フル ー テ ィ な 香り の 醸造 ミー ス の 知ら モー 1 バック 650 円 < た 
野々 市 キッ イフ ルー ツ に ゆず ぽん酢 120m0540 円 考 の ふぐ の 卵巣 を 3 年 か け て 
ビネガー 200m 699 円 能美 市 辰口 地区 で あき し た 寂 の 発 食品 。。 
野々 市 産 キウイ の 特徴 を 引き 出し 目 収 科 さ れ た ユズ が た っ ぷり 。 任 導 商 店 全 076-278-7000 。 
た 、 フレ ッシュ で マイ ルド な 味 玉 s ト 共 や が 人 な 風味 が 特徴 - CC 
JA の の いち 堂 農 セ ンタ ー コ 能美 市 ふる さと に 1 革 UE 5 
- 谷 076-248-8954 - 本 1 ー ン 」 


Wopt toys 条 
- 慎 か し く な る 素 槍 な 味わい 
- か っ ちり 320 円 に 


人 と 時 で 9 けし 素 人 きめ た 
に 





| 公 076- .259-2588 に 
7 @ 自 山 話 64 110c 
ーー 加計 語 記 7 時 @ 火 曜 " ミ ーー 
地元 の も ち 米 度 家 が 作る 3 人 
きのこ か きも ち 揚 げ ee = 3 = に こう er 
人 - 安宅 乃 関所 寿司 1080 円 ES 秩 き 
- 能登 産 原木 し いた けが 入っ た 風味 小 ダイ 、 車 エビ 、 紅 ザ ケ 、 サバ の 4 種類 - 内 料理 に 合う ヘル シー 味 昌 
豊か な 揚げ か さも ち ・ の 具 材 に 甘酢 を 合わ せ た 押し 寿司 - いちじく 味噌 80g216 円 
の むら 農産 直売 店 きのこ の 里 小松 空港 ター ミナ ルビ ル 川北 町 産 イ チ ジ ク の ジャ ム を 混ぜ 
分 0761-47-4140 1 階 空 の 駅 た まつ た 味噌 。 豚肉 な どの 味付け に 
WW 小松 市 中 海 町 10-82W8. 会 0761-24-0831 わく わく 手づくり ファ ー ム 川北 
時 30 分 17 時 30 分 @ 無 休 ON ⑮8 時 19 時 30 分 @⑯ 無 休 産直 物産 館 
(pP20B2 ( P20A2 WW パプ PT17 





u87 



























> 則 で の の 圧 / 
さて 誠 引 頭 
時 凌 源 放 49 





山代 温泉 西口 や 
P8 ウン 宣 泉 古 総 湯 


「 
H | 薬王院 温泉 寺 
P 






PS 
田山 人 富 居 環 1 い ろ は 草庵 




























B/ ーー 」 pgWM 炊 界 。 パ CM 串 8 
5 ア 2 、、 は 小 矢 半 
BN の (gg Jct 隊 
6 白 山 市 立 ⑮ グ ー ン プン pp 7 ナ 
人 りー 許 川 ニー 2 / 
P16 白山 市 立 ン 人 SN 、 且 テ ーー ン 
人 の 人 l 生 ) “ 釣 DU CO が ン 304 三 55 
P18 園 八 本 店 ' ヽ 、 や き * 3 6 


③ 呉 竹 文庫 P15 
(⑩ 川 ルー ッ 交 流 館 


重光 スマ ー ト IC 
_) あら 与 本 店 [P47 一 
っ アー 市 選 
アー 民生 き 1 WM-H 陸 鉄 義 川 細 へ 、、、 こ 、 。 い 
の さま 本 酒造 店 好人 NN NL、 交 湯 少 2 
6 ルリ の 時 の 昌和 E17 〈/ /| ON ンー 介 末 村 $ グン / 









ピー 


人 日 町 か ぶ ぇ P14 ジブン 74 3 じ よ D は な 
@ の / ( 

























P9 1 


P9 足 の 湯 え ん が わ 
P16 中 谷 宇 吉郎 雪 の 科学 館 ⑳-]p7  P14 安宅 の 関 @) 
P16 ティ イー ルー ム 冬 の 華 


P13 JA 根上 生活 資材 館 《C 


松井 秀喜 ベ ー ス ボー ル 仙 * ⑥) 
P17 ミュ ー ジ アム 





石川 県 立 航空 プラ ザ ⑯) 
! 片山 津 温泉 抽 還 店 小松 間 衣 


空 の 駅 まう 2 














P12 マル ヤ 水 産 
P12 食べ 処 割 鮮 し ん と く 
P12 や ま は 水産 


北 前 和 の 時 資料 人 人 IE 


重要 伝統 0 建造 物 詳 9」 
P15 保存 地区 ・ 橋 立 


P13 は U 
ニン 


安宅 スマ ー ト IC の 




















BE か < P5 
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_t9」 DS に 
」、 | J 那 谷 寺 P4・ の / = 
1 條 / 上 場 茶房 実生 ー- 
4onwmoow SN 


ワ P3 ト | ノ 界 pa、 ' ノ 沿い 、 
- “ 1 25 夫 還 中 温 泉 に し や ま 旅 館 
0 6 0 中 ジ 。 /P7 





| 












0 わ 2 2< 【IH 温 泉 わく わく 手づくり ファ ー ム 川北 Pt7 9 こつ 3 // 

ま :Hm の て | Lo 加 了 和 紙工 房 P11 / / ma 
と 房 P11 

の の) 能美 証 填 才 Ps ー 手取 フィ ッシュ ラン ド pi7 金沢 市 , 

っ る き 人 @⑩ / ど 作 言 ) 

ら 記 %⑳9 辰口 温泉 計 N 迷 獅子 過 高原 P17 5 。。/ 王 較 此 0 本 



































“ 石川 県 ぶれ あい 必中 人 Pt6 ジン 

ーー _P13 若 竹 思 eo WM 懇 " 廿 向 相 記 

レン Es ッ こ | 1 白山 比較 神社 P4.6 Ns 南 伯 巾 球 、 全 業 落 
ン /(mmg ゲー PTX / 障 【 に い ee。 ーー、 ネ ! 石 箇 山 菅沼 

りな る さと 交 済 本人 セン ター - き 5 い up1 "の ( ル : 洛 委 集 

谷 易 芸 村 Pt0 ン へ *% \ 五 簡 山 |C っ 還 還 人 較 

ダール 2 」 九谷 /e 一 めおと 岩 : 泉 ラク ヨウ Py ) 9 % 五箇 「 

の ング @ ) / | 

リン が ル ー 菜 呈 まつり 1 (の お むら 岩 産 直売 店 きのこ の 里 P18 い ー ン / 




































の の か 布 埋 文 し 財 セ ンタ ー P15 へ: 
ヽ ピ と 小松 市 立 博物 館 や ぷー 手取 映 谷 谷 Pe 石 / [ 県 紅 科 けけ 二 了 oO 
人 込 MM %9 小 松 市 立 宮本 三朗 美術館 P16 op oo の e 
さ ッ ング 《( 千丈 温 泉 - 。 王 旧 ) まき 人 加 
道 の 駅 こま づつ 木場 潟 |Ps \ 涯 人 と 山 末 理 の 疹 流 B 語 NE す ( 0 
9 日 本 邊 動車 博物 館 丁 7 : / の 7 K 
* 一 =⑬ 日 用 苔 の 里 P17 の 上 て 9 レス トラ ン 手 取 35 OOY YY | 阜 目 N 





新 中 宮 温泉 一 里 野 温泉 立寄り 温泉 
⑭。 白山 韻 し の 湯 天 額 P7 


と FC 2 ー 里 野 温泉 細 の ~@ 姜 半 2 





P1 了 18 ] し cs N 
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6 / / 2 二 2 了 
/ P7 白 山 恐 竜 バ ー ク 白峰 ⑯ り 一 * 二 


| 「 の 
大 上総 り の 資料 人 白山 房 ⑮-* 
6 ピ OO 159 ] 


人 @ ン ン 


P5 白 山 バ ノラ マ 公 國 
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)? 白峰 温泉 
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小 栓 駅 周辺 
勝 寺 


ua: 上 









< 
「 UE 人 清 ち ゃ ん 
本 料理 梶 助 pl 
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問合せ 先 : で AGM と し て 年 末年 始 ・ お 例 休 み ・ ゴ ー ル デン ウィ ー ク を 省略 し て いま す 。 
(一 社 ) こま つ 観 光 物産 ネッ トワ ー ク 傘 0761-21-8208 通 情報 に つい て は 、 天災 の 影響 や 季節 な ど に より 変動 する 場合 が あり ます 
賀 市 観光 情報 セン ター 容 0761-72-6678 3 お 出かけ の 際 に は 名 交通 機関 に お 問合せ くだ さい 。 

(一 社 ) 白山 市 観光 連盟 分 076-259-5893 = ※ 温 泉 の 泉 質 ・ 効 能 は 源泉 の も の で 、 個別 の 浴槽 の も の で は あり ませ ん 。 各 施 設 


か ら の 回 答 を も と に 原稿 を 作成 し て いま す 。 
本 誌 に 掲載 し た 地図 の 作成 に 当たっ て は 、 国土 地理 院 発行 の 50 万 分 の 1 地方 
図 を 使用 し て いま す 。 


能美 市 観光 交流 課 谷 0761-58-2211 
野々 市 市 産業 振興 課 谷 076-227-6082 
川北 町 産業 経済 課 谷 076-277-1111( 代 ) 





